
住
居
の
賃
貸
借
の
終
了
を
め
ぐ
る
利
益
の
比
較
衡
量
（
十
四
）

︱
ド
イ
ツ
裁
判
例
研
究
か
ら
の
模
索
︱

田　
　

中　
　

英　
　

司

目　

次
※

Ⅰ　

序
説

　
　

１　

本
論
文
の
位
置
づ
け

　
　

２　

関
連
す
る
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
規
定
等
の
確
認

　
　

３　

日
本
法
の
判
例
に
お
け
る
借
家
権
の
存
続
保
護
に
関
す
る
判
断
枠
組
み
の
確
認

　
　

４　

考
察
の
方
法
と
順
序
（
以
上
、
五
二
巻
一
号
）

Ⅱ　

賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
め
ぐ
る
住
居
使
用
賃
貸
借
関
係
の
解
約
告
知
に
関
す
る
裁
判
例
の
判
断
枠
組
み

　

一　

比
較
衡
量
の
前
提
と
な
る
こ
と
が
ら
に
か
か
わ
る
裁
判
例

　
　

１　

Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
の
意
義
等
に
つ
い
て

4
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２　

賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
の
意
義
に
つ
い
て

　
　

３　

民
事
訴
訟
法
七
二
一
条
に
し
た
が
っ
た
「
明
渡
し
か
ら
の
保
護
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
（
以
上
、
五
二
巻
三
・
四
合
併
号
）

　

二　

比
較
衡
量
そ
れ
自
体
に
か
か
わ
る
裁
判
例

　
　

１　

利
益
の
比
較
衡
量
の
基
本
的
な
枠
組
み
に
か
か
わ
る
裁
判
例

　
　
　

⑴　

利
益
の
比
較
衡
量
の
基
本
に
つ
い
て

　
　
　
　

①
連
邦
憲
法
裁
判
所
お
よ
び
連
邦
通
常
裁
判
所
等
の
裁
判
例

　
　
　
　
　
（
以
上
、
五
三
巻
一
号
）

　
　
　
　

②
下
級
審
裁
判
所
の
裁
判
例
（
②
の
五
の
第
五
の
裁
判
例
ま
で
、
五
三
巻
四
号
）

　
　
　
　

③
小
括
（
以
上
、
五
四
巻
一
号
）

　
　
　

⑵　

当
事
者
の
態
様
・
認
識
に
つ
い
て

　
　
　
　

①
当
該
契
約
の
締
結
時
ま
た
は
当
該
住
居
の
取
得
時
に
お
け
る
当
事
者
の
態
様
・
認
識
が
問
題
と
さ
れ
た
事
案

　
　
　
　

②
当
該
解
約
告
知
の
対
象
の
選
択
に
お
け
る
賃
貸
人
の
態
様
・
認
識
が
問
題
と
さ
れ
た
事
案

　
　
　
　

③
当
事
者
の
態
様
・
認
識
が
問
題
と
さ
れ
た
そ
の
他
の
事
案

　
　
　

⑶　

当
事
者
の
利
益
が
均
衡
し
て
い
る
場
合
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
（
以
上
、
五
四
巻
二
号
）

　
　

２　

具
体
的
な
利
益
の
比
較
衡
量
に
関
す
る
裁
判
例

住
居
の
賃
貸
借
の
終
了
を
め
ぐ
る
利
益
の
比
較
衡
量
（
十
四
）
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⑴　

生
命
・
身
体
・
健
康
の
侵
害
が
問
題
と
さ
れ
た
事
案

　
　
　
　

①
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
が
肯
定
さ
れ
た
事
案

　
　
　
　
　
（
以
上
、
五
四
巻
三
・
四
合
併
号
）

　
　
　
　

②
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
が
否
定
さ
れ
た
事
案

　
　
　
　

③
小
括
（
以
上
、
五
五
巻
一
号
）

　
　
　

⑵　

代
替
住
居
の
調
達
が
問
題
と
さ
れ
た
事
案

　
　
　
　

①
代
替
住
居
の
調
達
に
関
す
る
一
般
的
な
こ
と
が
ら
に
か
か
わ
る
裁
判
例

　
　
　
　

②
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
が
肯
定
さ
れ
た
事
案

　
　
　
　
　

ⓐ
二
重
の
転
居
に
な
る
こ
と
が
考
慮
さ
れ
た
事
案

　
　
　
　
　
（
以
上
、
五
五
巻
二
号
）

　
　
　
　
　

ⓑ
そ
の
他
の
事
情
が
考
慮
さ
れ
た
事
案

　
　
　
　
　
（
以
上
、
五
五
巻
三
号
）

　
　
　
　

③
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
が
否
定
さ
れ
た
事
案

　
　
　
　
　

ⓐ
二
重
の
転
居
に
な
る
こ
と
が
考
慮
さ
れ
な
か
っ
た
事
案

　
　
　
　
　

ⓑ�

そ
の
他
の
事
情
か
ら
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
が
否
定
さ
れ
た
事
案
（
ⓑ
の
三
の
第
八
の
裁
判
例
ま
で
、
五
五
巻
四
号
。
第

二
九
の
裁
判
例
ま
で
、
五
六
巻
一
・
二
合
併
号
）
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④
小
括
（
以
上
、
五
六
巻
三
号
）

　
　
　

⑶　

経
済
的
な
支
出
が
問
題
と
さ
れ
た
事
案

　
　
　
　

①
経
済
的
な
支
出
に
関
す
る
一
般
的
な
こ
と
が
ら
に
か
か
わ
る
裁
判
例

　
　
　
　

②
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
が
肯
定
さ
れ
た
事
案

　
　
　
　

③
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
が
否
定
さ
れ
た
事
案

　
　
　
　

④
小
括
（
以
上
、
本
巻
本
号
）

　
　
　

⑷　

そ
の
他
の
利
益
の
侵
害
が
問
題
と
さ
れ
た
事
案

Ⅲ　

総
括

Ⅱ　

賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
め
ぐ
る
住
居
使
用
賃
貸
借
関
係
の
解
約
告
知
に
関
す
る
裁
判
例
の
判
断
枠
組
み

　

二　

比
較
衡
量
そ
れ
自
体
に
か
か
わ
る
裁
判
例

　

２　

具
体
的
な
利
益
の
比
較
衡
量
に
関
す
る
裁
判
例

住
居
の
賃
貸
借
の
終
了
を
め
ぐ
る
利
益
の
比
較
衡
量
（
十
四
）
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⑶　

経
済
的
な
支
出
が
問
題
と
さ
れ
た
事
案

　

第
三
に
、
経
済
的
な
支
出
が
問
題
と
さ
れ
た
事
案
を
取
り
上
げ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
①
経
済
的
な
支
出
に
関
す
る
一
般
的
な
こ
と
が
ら
に
か
か
わ
る
裁
判
例
、
②
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
が
肯
定
さ
れ
た
事
案
、

お
よ
び
、
③
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
が
否
定
さ
れ
た
事
案
、
と
い
う
三
つ
の
類
型
に
分
け
て
、
関
係
す
る
裁
判
例
を
考
察
す
る
こ
と
に
す

る
。

　

①
経
済
的
な
支
出
に
関
す
る
一
般
的
な
こ
と
が
ら
に
か
か
わ
る
裁
判
例

　

ま
ず
、
経
済
的
な
支
出
に
関
す
る
一
般
的
な
こ
と
が
ら
に
か
か
わ
る
裁
判
例
を
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

　

第
一
に
、
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
上
級
地
方
裁
判
所
一
九
七
一
年
三
月
三
一
日
決
定
を
み
て
お
き
た
い
。

　

事
実
関
係
の
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
地
方
裁
判
所
は
、
上
級
地
方
裁
判
所
に
、
い
く
つ
か
の
法
的
問
題
を
提
出
し
た
。
こ
の
う
ち
、
経
済
的

な
支
出
に
関
す
る
一
般
的
な
こ
と
が
ら
に
か
か
わ
る
法
的
問
題
と
し
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
上
級
地
方
裁
判
所
に
、
次
の
法
的
問
題
を
提
出
し
た
。

す
な
わ
ち
、「
契
約
に
よ
っ
て
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ
の
、
賃
借
物
の
維
持
お
よ
び
改
善
の
た
め
に
賃
借
人
が
行
っ
た
相
当
な
経
済

的
な
支
出
は
、
そ
の
使
用
賃
貸
借
関
係
の
予
想
外
に
早
い
解
約
告
知
と
関
連
し
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
一
項
の
意
味
に
お
け
る
正
当
化
さ
れ
な
い

（
927
）
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苛
酷
さ
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
こ
の
意
味
に
お
け
る
賃
借
人
の
こ
の
よ
う
な
支
出
は
、
次
の
場
合
に
だ
け
相
当
で
あ
る

の
か
。
す
な
わ
ち
、
賃
借
人
が
賃
貸
人
に
法
的
に
こ
の
よ
う
な
支
出
の
補
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
し
、
こ
の
よ
う
な
支
出
が
賃
貸
人
の
明

示
あ
る
い
は
黙
示
の
同
意
を
と
も
な
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
し
、
そ
の
結
果
に
お
い
て
、
賃
借
人
の
本
質
的
な
、
予
見
で
き
な
い
損
失
に
か
か
わ
る
問

題
で
あ
る
場
合
で
あ
る
」、
と
い
う
法
的
問
題
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
決
定
理
由
に
お
い
て
、
上
級
地
方
裁
判
所
は
、
こ
の
法
的
問
題
に
つ
い
て
、「
当
部
の
見
解
に
し
た
が
っ
て
、
法
的
な
拘
束
力
な
く
よ
り
長

い
期
間
賃
借
さ
れ
た
目
的
物
に
支
出
を
行
っ
た
賃
借
人
は
、
そ
の
使
用
賃
貸
借
関
係
の
契
約
に
し
た
が
っ
た
早
期
の
終
了
の
た
め
に
、
そ
の
支
出
の

利
用
を
完
全
に
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
危
険
を
引
き
受
け
る
。
そ
の
理
由
か
ら
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
一
項
の
意
味
に
お
け
る
要
求
で

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

き
な
い
苛
酷
さ
は

4

4

4

4

4

4

4

、4・

次
の
場
合
に
だ
け
判
明
す
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
す
な
わ
ち

4

4

4

4

、4・

賃
借
人
が

4

4

4

4

、4・

十
分
に
補
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

作
り
出
さ
れ
た
設

4

4

4

4

4

4

4

備
を
本
質
的
な
損
失
な
し
に
収
去
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
支
出
を
居
住
に
よ
っ
て
使
い
古
さ
な
か
っ
た
と
い
う
理
由
で

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
結
果
に
お

4

4

4

4

4

4

い
て

4

4

、4・

賃
借
人
の
本
質
的
な
経
済
的
な
損
失
に
行
き
着
く
場
合

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
し
て

4

4

4

、4・

賃
借
人
が

4

4

4

4

、4・

期
間
の
定
め
な
く
締
結
さ
れ
た
使
用
賃
貸
借
関
係
の
よ
り

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

長
い
期
間
を
考
慮
に
入
れ
る
と
こ
ろ
の
正
当
な
根
拠
を
有
し
た
と
い
う
理
由
で

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

賃
借
人
が
こ
の
よ
う
な
危
険
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

た
場
合

4

4

4

・
・
・
・
で
あ
る

4

4

4

」、
と
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
上
級
地
方
裁
判
所
一
九
七
一
年
六
月
二
三
日
決
定
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【

169
】
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
上
級
地
方
裁
判
所
一
九
七
一
年
六
月
二
三
日
決
定

（
928
）

（
929
）

住
居
の
賃
貸
借
の
終
了
を
め
ぐ
る
利
益
の
比
較
衡
量
（
十
四
）
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［
事
案
の
概
要
と
経
緯
］

　

被
告
（
賃
借
人
）
は
、
一
九
四
〇
年
以
来
、
原
告
（
賃
貸
人
）
ら
の
本
件
建
物
に
お
い
て
、
台
所
、
地
下
室
、
お
よ
び
、
屋
根
裏
を
備
え
た
二
つ

の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
本
件
住
居
を
占
有
し
、
月
あ
た
り
三
二
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
賃
料
を
支
払
っ
て
い
た
。
原
告
ら
は
、
一
九
六
九
年
七
月

三
一
日
付
で
、
被
告
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
契
約
を
解
約
告
知
し
た
。
被
告
は
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
、
一
九
六
一
年
な
い
し
一
九
六
四

年
に
、
本
件
住
居
の
修
復
お
よ
び
建
築
上
の
改
善
の
た
め
に
、
お
よ
そ
三
〇
〇
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
を
費
や
し
た
、
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

　

区
裁
判
所
は
、
本
件
明
渡
し
の
訴
え
を
認
容
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
は
、
地
方
裁
判
所
に
控
訴
し
た
が
、
地
方
裁
判
所
は
、
上
級
地
方
裁
判
所
に
、
い
く
つ
か
の
法
的
問
題
を
提
出
し
た
。
こ

の
う
ち
、
こ
こ
で
は
、
次
の
二
つ
の
法
的
問
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、「
１　

そ
の
使
用
賃
貸
借
関
係
の
契
約
に
し
た
が
っ
た
終
了
は
、
賃
借
人
に
と
っ
て
、
賃
借
人
が
、
よ
り
長
い
契
約
期
間
を
信
頼
し
て
、

そ
の
住
居
に
少
な
か
ら
ぬ
費
用
を
費
や
し
た
と
い
う
理
由
か
ら
も
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
の
意
味
に
お
け
る
正
当
化
で
き
な
い
苛
酷
さ
を
意
味
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
。

　

２　

こ
の
点
で
は
、
必
要
不
可
欠
な
費
用
だ
け
が
注
目
す
べ
き
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
広
範
囲
に
、
有
益
な
費
用
、
も
し
く
は
、
そ
の
住
居

の
価
値
を
高
め
な
い
そ
の
ほ
か
の
費
用
も
ま
た
注
目
す
べ
き
で
あ
る
の
か
」、
と
い
う
法
的
問
題
で
あ
っ
た
。

　
［
決
定
理
由
］

　

そ
の
決
定
理
由
に
お
い
て
、
上
級
地
方
裁
判
所
は
、
こ
れ
ら
の
二
つ
の
法
的
問
題
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
・
・
・
・
第
一
の
問
題
は

4

4

4

4

4

4

、4・

肯
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
そ
の
使
用
賃
貸
借
関
係
の
契
約
に
し
た
が
っ
た
終
了
が
、
賃
借
人
ま
た
は
そ
の
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家
族
に
と
っ
て
、
賃
貸
人
の
正
当
な
利
益
を
評
価
し
て
も
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
苛
酷
さ
を
意
味
す
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
点

は
、
個
々
の
事
案
の
す
べ
て
の
事
情
に
し
た
が
っ
て
の
み
判
断
さ
れ
う
る
。

　

・
・
・
・
賃
借
人
に
と
っ
て
有
利
な
結
果
に
な
る
よ
う
に
、
賃
借
人
が

4

4

4

4

、4・

よ
り
長
い
契
約
期
間
を
信
頼
し
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
住
居
に
相
当
な
費
用
を
費
や

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

し
た
と
い
う
事
情
も
ま
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

重
要
で
あ
り
う
る

4

4

4

4

4

4

4

。・
・
・
・

　

も
っ
と
も

4

4

4

4

、4・

そ
の
よ
う
な
信
頼
は

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

正
当
化
さ
れ
て
も
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
賃
借
人
が

4

4

4

4

、4・

賃
貸
人
の
同
意
な
し
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

あ
る
い
は

4

4

4

4

、4・

そ
の
う
え

4

4

4

4

さ
ら
に

4

4

4

、4・

賃
貸
人
の
表
明
さ
れ
た
意
思
に
反
し
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
住
居
の
た
め
に
費
用
を
費
や
し
た
場
合

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

賃
借
人
は

4

4

4

4

、4・

保
護
に
値
す
る
の
で
な
く

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

む4

し
ろ

4

4

、4・

自
分
自
身
の
危
険
に
も
と
づ
い
て
行
動
す
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
そ
の
と
き
に
、
賃
貸
人
が
、
明
示
に
、
あ
る
い
は
、
黙
示
に
、
前
も
っ
て
、
あ
る
い
は
、
そ

の
あ
と
で
、
同
意
し
た
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
は
、
重
要
で
な
い
ま
ま
で
あ
る
。
賃
貸
人
が

4

4

4

4

、4・

彼
の
態
様
に
よ
っ
て

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
使
用
賃
貸
借
関
係
の
契

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

約
に
し
た
が
っ
た
終
了
を

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
一
項
の
意
味
に
お
け
る
苛
酷
さ
で
あ
る
と
思
わ
せ
し
め
る
と
こ
ろ
の
信
頼
の
要
件
を
作
り
出
し
た
こ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

と
が
決
定
的
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

。

　

こ
の
こ
と
か
ら
・
・
・
・
第
二
の
問
題
に
対
す
る
答
え
も
ま
た
判
明
す
る
。
そ
の
使
用
賃
貸
借
関
係
の
よ
り
長
い
期
間
に
対
す
る
賃
借
人
の
正
当

な
信
頼
が
、
そ
の
解
約
告
知
に
対
す
る
賃
借
人
の
異
議
の
相
当
性
の
た
め
の
決
定
的
な
観
点
で
あ
る
場
合
、
賃
借
人
が
、
必
要
不
可
欠
な
、
有
益
な
、

あ
る
い
は
、
不
必
要
な
費
用
を
費
や
し
た
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
は
、
原
則
と
し
て
、
重
要
で
あ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
賃
貸
人
が
そ
の

こ
と
か
ら
手
に
入
れ
る
と
こ
ろ
の
利
益
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
賃
貸
人
が
彼
の
態
様
に
よ
っ
て
賃
借
人
の
た
め
に
作
り
出
し
た
と
こ
ろ
の
信
頼
の
要

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

件
が
決
定
的
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

。
も
っ
と
も
、
必
要
不
可
欠
な
費
用
に
お
け
る
た
だ
黙
示
的
に
だ
け
表
明
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
賃
貸
人
の
同
意
は
、
そ
の
賃
借
空

間
の
維
持
に
も
改
善
に
も
役
立
た
な
か
っ
た
と
こ
ろ
の
費
用
に
お
け
る
よ
り
も
、
よ
り
容
易
に
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
」。

（
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以
上
、
経
済
的
な
支
出
に
関
す
る
一
般
的
な
こ
と
が
ら
に
か
か
わ
る
裁
判
例
を
考
察
し
た
。

　

②
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
が
肯
定
さ
れ
た
事
案

　

次
に
、
経
済
的
な
支
出
が
問
題
と
さ
れ
、
結
論
と
し
て
、
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
が
肯
定
さ
れ
た
事
案
を
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

　

第
一
に
、
一
九
六
七
年
一
二
月
二
一
日
に
公
布
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
「
賃
貸
借
法
の
規
定
の
改
正
に
関
す
る
第
三
次
法
律
」
が
妥
当
す
る
以
前
の
裁

判
例
で
あ
る
が
、
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
地
方
裁
判
所
一
九
六
四
年
八
月
一
七
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【

170
】
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
地
方
裁
判
所
一
九
六
四
年
八
月
一
七
日
判
決

　
［
事
案
の
概
要
と
経
緯
］

　

被
告
（
賃
借
人
）
ら
は
、
一
九
六
三
年
五
月
一
日
以
来
、
原
告
（
賃
貸
人
）
の
本
件
建
物
に
お
い
て
、
本
件
住
居
を
賃
借
し
て
い
た
。
原
告
は
、

一
九
六
四
年
一
月
二
二
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
、
一
九
六
四
年
四
月
三
〇
日
付
で
、
被
告
ら
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
、
本
件
訴

え
を
も
っ
て
、
本
件
住
居
の
明
渡
し
と
返
還
を
請
求
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
ら
は
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
、
一
九
六
八
年
一
二
月
三
一
日
ま
で
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
継
続
す
る
こ
と
を

申
し
立
て
た
。
被
告
ら
は
、
彼
ら
の
入
居
の
と
き
に
、
よ
り
長
い
使
用
賃
貸
借
期
間
を
考
慮
に
入
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
本
件

（
931
）
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住
居
は
、
被
告
ら
に
よ
っ
て
、
一
〇
〇
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
を
越
え
る
相
当
な
支
出
を
も
っ
て
修
復
さ
れ
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
被
告
ら
は
、
本
件
住

居
に
、
カ
ー
テ
ン
、
ラ
ン
プ
、
お
よ
び
、
家
具
を
備
え
つ
け
る
た
め
に
、
な
お
こ
れ
以
上
の
相
当
な
資
金
を
支
出
し
た
の
で
あ
る
。

　

区
裁
判
所
は
、
一
九
六
四
年
五
月
二
一
日
に
言
い
渡
さ
れ
た
判
決
に
よ
っ
て
、
本
件
明
渡
し
の
訴
え
を
棄
却
し
、
一
九
六
六
年
一
月
一
日
ま
で
本

件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
継
続
す
る
こ
と
を
言
い
渡
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
原
告
は
、
地
方
裁
判
所
に
控
訴
し
た
の
で
あ
る
。

　
［
判
決
理
由
］

　

地
方
裁
判
所
も
ま
た
、
結
論
と
し
て
、「
・
・
・
・
原
告
は
、
被
告
ら
に
よ
る
本
件
住
居
の
即
時
の
明
渡
し
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

と
い
う
の
は
、
被
告
ら
は
、
理
由
づ
け
ら
れ
た
や
り
方
に
お
い
て
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
た
か
ら
で
あ
る
。
当
部
は
、
第
一
審
の
裁
判
官

が
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
の
枠
組
み
に
お
い
て
本
件
事
案
の
た
め
に
行
っ
た
と
こ
ろ
の
考
慮
を
的
確
で
あ
る
、
と
考
え
た
。
両
方
の
当
事
者
の
利
益
は
、

要
求
で
き
な
い
苛
酷
さ
を
確
認
す
る
と
き
に
、
よ
く
量
ら
れ
て
考
慮
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
」、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
そ
の
よ
う
に
判
断
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
・
・
・
・
被
告
ら
は
、
本
件
住
居
に
入
居
す
る
た
め
に

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

・
・
・
・
区
裁
判
所
の
見
積
も
り
に
し
た
が
っ
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

も
っ
ぱ
ら

4

4

4

4

、4・

資
材
と
労
働
の
た
め

4

4

4

4

4

4

4

4

だ
け
で

4

4

4

、4・

お
よ
そ
一
〇
〇
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
に
達
し
た
と
こ
ろ
の
相
当
な
支
出
を
行
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
原
告
は
、
そ
の
よ
う
な
支
出
は
、
通
常
、
住
居
に
入
居

す
る
と
き
賃
借
人
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
を
引
き
合
い
に
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
む
し
ろ
、
原
則
と
し
て
、
賃
貸
人
は
、
入
居
可
能
な
住
居
を

自
由
に
使
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
支
出
は

4

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
に
と
っ
て

4

4

4

4

4

4

4

、4・

相
当
な
制
約
を
も
意
味
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
被
告
（
夫
）
の
収
入
は
、
一
九
六
三
年

の
春
に
お
い
て
・
・
・
・
彼
の
雇
用
者
の
証
明
書
に
し
た
が
っ
て
、
総
計
で
九
四
五
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
金
額
に
お
い
て
そ
う
で
あ
る
よ
り
も
、
よ
り

（
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わ
ず
か
で
あ
っ
た
。
被
告
ら
は

4

4

4

4

、4・

行
わ
れ
た
範
囲
に
お
け
る
支
出
を

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
が
よ
り
長
い
使
用
賃
貸
借
期
間
を
考
慮
に
入
れ
た
と
い
う
理
由
で
の

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

み
行
っ
た

4

4

4

4

の
で
あ
る
。
被
告
ら
は

4

4

4

4

、4・

す
で
に
一
年
後
に
被
告
ら
の
引
払
い
が
請
求
さ
れ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
な
ら
ば

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

本
件
住
居
の
修
復
の
た
め

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

に
資
金
を
支
出
し
な
か
っ
た
だ
ろ
う

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
そ
の
こ
と
か
ら
、
す
べ
て
の
事
情
を
考
慮
に
入
れ
る
と
き
、
現
在
の
時
点
で
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
契

約
に
し
た
が
っ
た
終
了
は
、
そ
の
苛
酷
さ
が
原
告
の
利
益
を
評
価
し
て
も
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
被
告
ら
の
生
活
関
係
に
対
す

る
介
入
を
意
味
し
た
の
で
あ
る
」。

　

第
二
に
、
同
じ
く
、
一
九
六
七
年
一
二
月
二
一
日
に
公
布
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
「
賃
貸
借
法
の
規
定
の
改
正
に
関
す
る
第
三
次
法
律
」
が
妥
当
す
る

以
前
の
裁
判
例
で
あ
る
が
、
エ
ッ
セ
ン
地
方
裁
判
所
一
九
六
六
年
六
月
四
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【

171
】
エ
ッ
セ
ン
地
方
裁
判
所
一
九
六
六
年
六
月
四
日
判
決

　
［
事
案
の
概
要
と
経
緯
］

　

事
実
関
係
の
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
判
例
集
か
ら
読
み
取
れ
る
事
案
の
概
要
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

原
告
（
賃
貸
人
）
は
、
期
間
の
定
め
の
な
い
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
（
賃
借
人
）
ら
は
、
本
件
住
居

の
修
復
の
た
め
に
相
当
な
支
出
を
行
っ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。

　

区
裁
判
所
は
原
告
の
本
件
明
渡
し
の
訴
え
を
棄
却
し
た
た
め
、
原
告
は
、
地
方
裁
判
所
に
控
訴
し
た
の
で
あ
る
。

　
［
判
決
理
由
］

（
933
）

（
934
）
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地
方
裁
判
所
も
ま
た
、
結
論
と
し
て
、「
・
・
・
・
本
件
控
訴
は
、
理
由
づ
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

区
裁
判
所
は
、
正
当
な
こ
と
に
、
原
告
の
本
件
明
渡
し
の
訴
え
を
棄
却
し
、
当
事
者
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
、
期
間
の
定
め
な
く
、
少
な
く

と
も
、
一
九
六
七
年
二
月
二
八
日
ま
で
延
長
し
た
の
で
あ
る
」、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
そ
の
よ
う
に
判
断
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
・
・
・
・
確
か
に

4

4

4

、4・

賃
貸
人
は

4

4

4

4

、4・

期
間
の
定
め
な
く
引
き
受
け
ら
れ
た
使
用
賃
貸
借
関
係
を

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

す
で
に

4

4

4

、4・

わ
ず
か
な
月
々
の
後
に
再
び
解
約
告

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

知
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
妨
げ
ら
れ
て
い
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
こ
の
こ
と
は

4

4

4

4

4

、4・

賃
借
人
が

4

4

4

4

、4・

そ
の
住
居
の
修
復
の
た
め
に
支
出
を
行
っ
た
場
合
に
も
妥
当
す
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

し
か
し

4

4

4

、4・

Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
に
し
た
が
っ
た
賃
借
人
の
異
議
が
理
由
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

こ
の
よ
う
な
事
情

4

4

4

4

4

4

4

に
は
特
別
な
意
義
が
当
然
与
え
ら
れ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。

　

本
件
事
案
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
は

4

4

4

4

、4・

本
件
住
居
の
修
復
の
た
め
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

い
ず
れ
に
せ
よ

4

4

4

4

4

4

、4・

相
当
な
支
出
を
行
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
そ
の
と
き
に
、
こ
の
支
出
が
、

一
三
〇
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
金
額
に
達
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
、
書
面
に
よ
る
領
収
書
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
七
〇
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の

金
額
に
だ
け
達
し
た
の
か
と
い
う
点
は
、
未
決
定
の
ま
ま
で
あ
り
う
る
。
後
者
の
金
額
に
お
い
て
、
被
告
（
夫
）
と
彼
に
よ
っ
て
呼
ば
れ
た
補
助
員

ら
の
労
働
の
給
付
は
な
お
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
も
ま
た
、
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に

4

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
は

4

4

4

4

、
全
く
特
別
な
新

た
な
事
情
が
生
じ
な
い
な
ら
ば
、
少
な
く
と
も

4

4

4

4

4

、4・

二
三
年
現
在
の
本
件
住
居
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
出
発
す
る
こ
と
が
で
き
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で

あ
る
。
被
告
ら
が
、
彼
ら
の
申
立
て
に
し
た
が
っ
て
、
ま
さ
に
少
な
い
収
入
を
も
っ
て
は
い
な
い
と
い
う
事
情
も
ま
た
、
こ
れ
に
つ
い
て
何
ひ
と
つ

変
え
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。・
・
・
・
」。

（
935
）

（
936
）

住
居
の
賃
貸
借
の
終
了
を
め
ぐ
る
利
益
の
比
較
衡
量
（
十
四
）

186187



　

第
三
に
、
同
じ
く
、
一
九
六
七
年
一
二
月
二
一
日
に
公
布
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
「
賃
貸
借
法
の
規
定
の
改
正
に
関
す
る
第
三
次
法
律
」
が
妥
当
す
る

以
前
の
裁
判
例
で
あ
り
、
す
で
に
Ⅱ
の
一
の
１
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
裁
判
例
で
あ
る
が
、
エ
ッ
セ
ン
地
方
裁
判
所
一
九
六
六
年
七
月
一
四
日
判

決
を
み
て
お
き
た
い
。

　

事
実
関
係
の
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
地
方
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「
区
裁
判
所
は
、
的
確
な
考
慮
に
も
と
づ
い
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借

関
係
を
一
九
六
七
年
五
月
三
一
日
ま
で
延
長
し
た
」、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
す
で
に
Ⅱ
の
一
の
１
に
お
い
て
考
察
し
た
よ
う
に
、「
社
会
的
条
項
」
と
い
う
標
語
と
の
関
連
に

お
い
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
五
五
六
ａ
条
の
意
義
に
つ
い
て
論
じ
た
が
、
そ
の
う
え
で
、
経
済
的
な
支
出
の
観
点
か
ら
の
被
告
（
賃
借
人
）
の
異
議
を
認
め

た
理
由
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
・
・
・
・
も
っ
ぱ
ら
、
そ
の
使
用
賃
貸
借
関
係
の
契
約
に
し
た
が
っ
た
終
了
が
、
個
々
の
場
合
の
特
別
な
事
情
の
た
め
に
、
そ
の
苛
酷
さ
が
賃

貸
人
の
利
益
を
完
全
に
評
価
し
て
も
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
賃
借
人
ま
た
は
そ
の
家
族
の
生
活
関
係
に
対
す
る
介
入
を
も
た
ら

す
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
だ
け
が
重
要
で
あ
る
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
一
項
）。
区
裁
判
所
は
、
本
件
事
案
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な
特
別
な
事
情

を
的
確
に
確
認
し
た
。
被
告
（
博
士
の
技
術
者
）
は

4

44

4

4

4

4

4

44

4

、
確
か
に
・
・
・
・
長
年
に
わ
た
る
使
用
賃
貸
借
契
約
に
到
達
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、

し
か
し
、
他
方
に
お
い
て
、
月
あ
た
り
一
〇
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
を
も
っ
て
住
み
終
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
二
〇
〇
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
金
額
に
お
け
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

賃
料
の
前
払
い
を
行
っ
た
の
で
あ
り

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
こ
と
は

4

4

4

4

4

、4・

彼
の
職
業
生
活
を
今
し
が
た
は
じ
め
て
始
め
た
と
こ
ろ
の
被
告
に
と
っ
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

本
質
的
で
な
い

4

4

4

4

4

4

こ
と
は
な
い
負
担
を
意
味
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
に
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
が

4

4

4

、4・

そ
の
賃
料
の
前
払
い
の
分
が
な
お
住
み
終
え
ら
れ
て
さ
え
い
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

に
も
か
か
わ
ら
ず

4

4

4

4

4

4

4

、4・

ま
た
も
や
引
き
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
な
ら
ば

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
に
と
っ
て

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
れ
だ
け
い
っ
そ
う
よ
り
苛
酷
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
こ
の
苛

（
937
）

（
938
）
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酷
さ
は
、
原
告
が
な
お
住
み
終
え
ら
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
の
そ
の
賃
料
の
前
払
い
の
部
分
を
即
座
に
払
い
戻
す
つ
も
り
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、

本
質
的
に
減
少
さ
せ
ら
れ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に

4

4

4

、4・

被
告
が

4

4

4

、4・

彼
の
世
帯
を
基
礎
づ
け
た
と
い
う
理
由

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

・
・
・
・
転
居
し
た
と
い
う
理
由

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

お
よ
び

4

4

4

、4・

優
遇
さ
れ
た
居
住
状
況
に
位
置
し
て
い
る
現
在
の
中
流
家
庭
の
本
件
住
居
を
整
え
た
と
い
う
理
由
か
ら

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

相
当
な
支
出
を
費
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

か
っ
た
こ
と
が
つ
け
加
わ
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
こ
の
支
出
は

4

4

4

4

4

、4・

被
告
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
証
明
資
料
が
証
明
し
た
よ
う
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

な
お

4

4

、4・

一
九
六
五
年
一
一
月
ま

4

4

4

4

4

4

4

4

4

で4

、4・

経
済
的
に
強
く
被
告
に
負
担
を
か
け
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。
被
告
が
、
彼
の
職
業
的
か
つ
社
会
的
な
地
位
に
対
応
す
る
住
居
を
賃
借
し
た
し
、
そ
れ
に

応
じ
て
そ
の
住
居
を
整
え
た
こ
と
は
、
た
だ
当
然
な
だ
け
で
あ
り
、
決
し
て
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
を
適
用
し
な
い
こ
と
に
行
き
着
く
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
そ
の
場
合
に

4

4

4

4

4

、4・

こ
の
支
出
が
ほ
か
の
住
居
に
お
い
て
も
な
お
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
ど
う
か

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

お
よ
び

4

4

4

、4・

ど
の
程
度
に
利
用
さ

4

4

4

4

4

4

4

4

れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
点
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

全
く
決
定
的
に
問
題
で
さ
え
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。・
・
・
・
む
し
ろ

4

4

4

、4・

被
告
が

4

4

4

・
・
・
・
彼
の
転
居
、
世
帯
の
創

4

4

4

44

4

4

4

4

設4

、4・

お
よ
び

4

4

4

、4・

彼
の
現
在
の
本
件
住
居
を
整
え
た
こ
と
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
相
当
な
経
済
的
な
負
担
を
ど
う
に
か
ま
さ
に
切
り
抜
け
た
あ
と
で

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

相4

当
な
支
出
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
新
た
な
転
居
が
被
告
に
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
的
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
最
後
に

4

4

4

、4・

さ
ら
に

4

4

4

、
被
告
に
と
っ
て
有
利
な
結
果
に

な
る
よ
う
に
、
被
告
が

4

4

4

、4・

現
在
の
本
件
住
居
を

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

自
分
自
身
の
費
用
で
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
の
流
し
台
セ
ッ
ト
の
設
置
に
よ
っ
て
改
善
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

こ
の
点
で

4

4

4

4

は4

、4・

今
日
比
較
で
き
る
住
居
の
た
め
に
少
な
く
と
も
通
例
の
標
準
に
も
た
ら
し
た
こ
と
が
重
要
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
被
告
は
、
そ
の
他
の
点
で
は
、
反
論
の
余

地
な
く
、
被
告
が
一
九
六
六
年
の
春
に
彼
の
必
要
に
特
別
な
や
り
方
に
お
い
て
対
応
す
る
新
た
な
住
居
を
彼
の
現
在
の
居
住
地
域
に
お
い
て
賃
借
し
、

そ
の
住
居
に
入
居
で
き
る
こ
と
を
証
明
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
当
部
に
と
っ
て
も
、
区
裁
判
所
の
判
決
と
一
致
し
て
、
現
在
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関

係
を
一
九
六
七
年
五
月
三
一
日
ま
で
延
長
す
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
の
で
あ
る
」。
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第
四
に
、
同
じ
く
、
一
九
六
七
年
一
二
月
二
一
日
に
公
布
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
「
賃
貸
借
法
の
規
定
の
改
正
に
関
す
る
第
三
次
法
律
」
が
妥
当
す
る

以
前
の
事
実
を
取
り
扱
っ
た
裁
判
例
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
ヴ
ッ
パ
ー
タ
ー
ル
区
裁
判
所
一
九
七
〇
年
一
月
二
二
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　

事
実
関
係
の
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
原
告
（
賃
貸
人
）
が
被
告
（
賃
借
人
）
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
開

始
の
後
一
〇
ヶ
月
で
解
約
告
知
し
た
の
に
対
し
て
、
被
告
が
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
五
五
六
ａ
条
に
し
た
が
っ
て
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
た
と
い
う

事
案
で
あ
っ
た
。

　

区
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
二
年
間
継
続
す
る
よ
う
に
判
決
を
下
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
区
裁
判
所
は
、
そ
の
よ
う
に
判
断
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
・
・
・
・
証
明
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
七
二
二
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
を
超
え
る
全
部
の
費
用
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

当
事
者
の
間
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
延
長
を
正
当

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

化
す
る

4

4

4

。
そ
れ
と
と
も
に

4

4

4

4

4

4

・
・
・
・
月
あ
た
り
七
〇
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
実
質
収
入
を
有
す
る
と
こ
ろ
の
被
告
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

な
お

4

4

、4・

し
ば
ら
く
の
間

4

4

4

4

4

4

、4・

本4

件
住
居
の
た
め
の
被
告
の
相
当
な
支
出
を
享
受
す
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。

　

当
裁
判
所
は
、
こ
れ
に
し
た
が
っ
て
定
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
の
期
間
を
、
二
年
を
も
っ
て
量
定

す
る
の
で
あ
る
」。

　

区
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
に
、
本
判
決
の
判
例
集
の
要
約
に
あ
る
よ
う
に
、「
賃
借
人
が

4

4

4

4

、4・

本
件
住
居
の
設
備
の
た
め
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

賃
借
人
の
収
入
関
係

4

4

4

4

4

4

4

4

と
比
べ
て

4

4

4

4

、4・

相
当
な
金
額
を
費
や
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

本
件
使
用
賃
貸
借
期
間
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

こ
の
支
出
と
の
関
係
に
お
い
て
相
当
で
な
か
っ
た
な
ら
ば

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

こ
の
支
出
を
居
住

4

4

4

4

4

4

4

に
よ
っ
て
使
い
古
す
こ
と
を
賃
借
人
に
可
能
に
す
る
た
め
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

一
定
の
期
間
の
間
本
件
使
用
賃
貸
借
契
約
を
継
続
す
る
こ
と
が
正
当
化
さ
れ
て
い
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

」、

と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。

（
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）

（
941
）

（
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）
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第
五
に
、
同
じ
く
、
一
九
六
七
年
一
二
月
二
一
日
に
公
布
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
「
賃
貸
借
法
の
規
定
の
改
正
に
関
す
る
第
三
次
法
律
」
が
妥
当
す
る

以
前
の
事
実
を
取
り
扱
っ
た
裁
判
例
で
あ
る
が
、
マ
イ
ン
ツ
地
方
裁
判
所
一
九
七
〇
年
三
月
四
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【

172
】
マ
イ
ン
ツ
地
方
裁
判
所
一
九
七
〇
年
三
月
四
日
判
決

　
［
事
案
の
概
要
と
経
緯
］

　

被
告
ら
は
、
一
九
六
八
年
七
月
一
日
以
来
、
原
告
（
賃
貸
人
）
の
本
件
建
物
に
お
い
て
、
二
つ
の
部
屋
、
台
所
、
浴
室
、
お
よ
び
、
付
属
空
間
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
た
本
件
住
居
の
賃
借
人
で
あ
っ
た
。
被
告
（
賃
借
人
）
ら
は
、
彼
ら
の
費
用
に
も
と
づ
い
て
、
入
居
前
に
、
本
件
住
居
を
新
た
に

修
復
し
た
。
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
、
期
間
の
定
め
な
く
進
行
し
た
。
原
告
は
、
一
九
六
九
年
七
月
三
一
日
付
で
、
被
告
ら
と
の
本
件
使
用
賃
貸

借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
ら
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
五
五
六
ａ
条
に
し
た
が
っ
て
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
を
請

求
し
た
。
被
告
ら
は
、
本
件
住
居
の
修
復
の
た
め
に
、
お
よ
そ
五
〇
〇
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
を
費
や
し
た
し
、
被
告
ら
の
職
業
教
育
は
な
お
完
結
し
て

い
な
か
っ
た
こ
と
を
も
っ
て
、
こ
の
異
議
を
理
由
づ
け
た
の
で
あ
る
。

　

区
裁
判
所
は
、
一
九
七
〇
年
九
月
三
〇
日
ま
で
の
明
渡
期
間
を
認
め
て
、
本
件
明
渡
し
の
訴
え
を
認
容
し
た
。
区
裁
判
所
は
、
そ
の
判
決
理
由
に

お
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。
す
な
わ
ち
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
本
件
解
約
告
知
は
、
有
効
で
あ
っ
た
。
本
件
住
居
の
修
復
の
た
め
の
費
用

を
賃
料
と
清
算
す
る
こ
と
は
、
合
意
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
本
件
解
約
告
知
に
対
す
る
被
告
ら
の
異
議
は
、
貫
徹
し
な
か
っ
た
。
本
件
使
用
賃
貸
借

契
約
の
よ
り
長
い
有
効
期
間
の
合
意
に
よ
っ
て
自
己
防
衛
策
を
講
じ
る
こ
と
は
、
被
告
ら
の
こ
と
が
ら
で
あ
っ
た
。
一
年
の
明
渡
期
間
は
、
被
告
ら

（
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の
利
益
を
完
全
に
正
当
に
評
価
す
る
、
と
い
う
理
由
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
ら
は
、
地
方
裁
判
所
に
控
訴
し
た
の
で
あ
る
。

　
［
判
決
理
由
］

　

地
方
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、
本
件
明
渡
し
の
訴
え
を
棄
却
し
、
被
告
ら
の
異
議
に
も
と
づ
い
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
一
九
七
一
年

一
二
月
三
一
日
ま
で
継
続
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
被
告
（
賃
借
人
）
ら
の
異
議
が
理
由
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
判
断
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
大
き
く
二

つ
の
点
か
ら
論
じ
た
が
、
こ
こ
で
は
、
経
済
的
な
支
出
の
観
点
か
ら
の
賃
借
人
ら
の
異
議
を
認
め
た
理
由
に
つ
い
て
だ
け
考
察
し
て
お
き
た
い
。
地

方
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
一
項
に
し
た
が
っ
て
、
住
居
に
関
す
る
使
用
賃
貸
借
関
係
の
契
約
に
し
た
が
っ
た
終
了
が
、
個
々
の
場
合
の
特
別
な
事
情

の
た
め
に
、
そ
の
苛
酷
さ
が
賃
貸
人
の
利
益
を
完
全
に
評
価
し
て
も
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
賃
借
人
の
生
活
関
係
に
対
す
る
介

入
を
も
た
ら
す
場
合
、
賃
借
人
は
、
そ
の
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
、
賃
貸
人
に
対
し
て
、
そ
の
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
を
請
求
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
両
方
の
側
の
利
益
の
比
較
衡
量
は
、
本
件
事
案
に
お
い
て
、
被
告
ら
の
異
議
が
理
由
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
使
用

4

4

4

4

賃
貸
借
関
係
の
継
続
に
対
す
る
請
求
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

賃
借
人
が

4

4

4

4

、4・

そ
の
住
居
の
修
復
の
た
め
の
費
用
を
自
分
自
身
で
負
担
し
た
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
使
用
賃
貸
借
契
約
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

も
と
づ
い
て

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
費
用
の
償
還
を
請
求
で
き
な
い
場
合

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
そ
の
よ
う
な
事
案
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

賃
借
人
は

4

4

4

4

、4・

少
な
く
と

4

4

4

4

も
二
三
年
そ
の
住
居
に
と
ど
ま
っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
信
頼
し
て
も
よ
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
賃
借
人
の
そ
の
よ
う
な
信
頼
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

保
護
に
も
値
す
る

4

4

4

4

4

4

4

。

そ
の
賃
貸
物
を
利
用
で
き
る
状
態
に
維
持
す
る
こ
と
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

建
物
所
有
者
の
こ
と
が
ら
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
経
済
的
な
犠
牲
の
も
と
で
こ
の
義
務
を
建
物
所
有
者
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4

4
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4

4
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か
ら
引
き
受
け
た
と
こ
ろ
の
賃
借
人
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

こ
の
よ
う
に
し
て
作
り
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
彼
の
生
活
関
係
の
中
心
点
を
自
己
と
そ
の
家
族
の
た
め
に
維

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4
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4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

持
す
る
と
い
う
重
大
な
利
益
を
有
す
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。
被
告
ら
は

4

4

4

4

、4・

本
件
住
居
を
新
た
に
修
復
す
る
た
め
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

相
当
な
費
用
を
費
や
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
被
告
ら
は
、

塗
装
屋
に
二
二
五
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
を
、
電
気
屋
に
、
全
部
の
電
気
配
線
の
交
換
、
お
よ
び
、
現
代
的
な
電
化
製
品
の
使
用
を
許
容
す
る
と
こ
ろ
の

回
路
の
敷
設
の
た
め
に
一
二
五
二
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
八
四
ペ
ニ
ヒ
を
、
そ
し
て
、
タ
イ
ル
工
に
タ
イ
ル
作
業
の
た
め
に
一
一
二
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
六
一
ペ

ニ
ヒ
を
支
払
っ
た
。
三
六
一
五
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
四
五
ペ
ニ
ヒ
の
全
体
額
に
お
け
る
こ
の
費
用
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

本
件
賃
貸
物
そ
れ
自
体
の
利
益
に
な
り

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

ぜ
い
た

4

4

4

く
な
支
出
を
意
味
し
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
原
告
も
ま
た
、
明
ら
か
に
、
こ
の
こ
と
を
見
誤
ら
な
か
っ
た
。
原
告
は
、
一
九
六
九
年
八
月
二
六
日
付
の
書
面
に

お
い
て
、
被
告
ら
が
本
件
住
居
の
修
復
お
よ
び
設
備
の
た
め
に
費
や
し
た
と
こ
ろ
の
四
三
七
八
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
九
一
ペ
ニ
ヒ
の
金
額
に
お
け
る
全
体

額
か
ら
、
被
告
ら
の
特
別
な
願
望
に
割
り
当
て
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
一
二
七
五
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
三
七
ペ
ニ
ヒ
の
金
額
だ
け
が
差
し
引
か
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
を
申
し
立
て
た
の
で
あ
る
」。

　

な
お
、
そ
の
他
の
利
益
の
侵
害
の
観
点
か
ら
の
被
告
（
賃
借
人
）
ら
の
異
議
に
つ
い
て
は
、
Ⅱ
の
二
の
２
の
⑷
に
お
い
て
取
り
上
げ
る
。

　

第
六
に
、
ケ
ル
ン
地
方
裁
判
所
一
九
七
二
年
二
月
一
八
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【

173
】
ケ
ル
ン
地
方
裁
判
所
一
九
七
二
年
二
月
一
八
日
判
決

　
［
事
案
の
概
要
と
経
緯
］

　

事
実
関
係
の
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
判
例
集
か
ら
読
み
取
れ
る
事
案
の
概
要
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

（
944
）

（
945
）

住
居
の
賃
貸
借
の
終
了
を
め
ぐ
る
利
益
の
比
較
衡
量
（
十
四
）
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原
告
（
賃
貸
人
）
は
、
一
九
六
九
年
三
月
一
〇
日
の
本
件
使
用
賃
貸
借
契
約
に
も
と
づ
い
て
、
本
件
住
居
を
被
告
（
賃
借
人
）
ら
に
賃
貸
し
て
い

た
が
、
一
九
七
〇
年
三
月
三
一
日
付
で
、
被
告
ら
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
ら
は
、
本
件
住
居
の
修

復
作
業
の
た
め
に
相
当
な
支
出
を
行
っ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。

　

地
方
裁
判
所
に
控
訴
し
た
の
は
、
被
告
ら
で
あ
っ
た
。

　
［
判
決
理
由
］

　

地
方
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「
・
・
・
・
本
件
控
訴
は
、
許
容
し
う
る
し
、
本
件
事
案
に
お
い
て
も
、
正
当
化
さ
れ
て
い
た
。
本
件
訴
え
は
、

理
由
づ
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
原
告
に
は
、
被
告
ら
に
対
し
て
・
・
・
・
原
告
に
よ
っ
て
賃
貸
さ
れ
た
本
件
住
居
の
明
渡
し
と
返
還
に
対
す
る
請

求
権
が
、
当
然
帰
属
す
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

む
し
ろ
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
・
・
・
・
に
し
た
が
っ
て
、
一
九
七
三
年
三
月
三
一
日
ま
で
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
が
言
い
渡
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
そ
の
よ
う
に
判
断
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
一
九
七
〇
年
三
月
三
一
日
付
の
本
件
解
約
告
知
は

4

4

4

4

4

4

4

・
・
・
・
被
告
ら
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
の
本
件
住
居
の
た
め
の
支
出

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

お
よ
び

4

4

4

、4・

そ4

の
時
ま
で
の
短
い
使
用
賃
貸
借
期
間
の
こ
と
を
考
え
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

正
当
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。・
・
・
・

　

原
告
に
よ
っ
て
意
思
表
示
さ
れ
た
本
件
解
約
告
知
は
・
・
・
・
被
告
ら
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
終
了
さ
せ
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
被

告
ら
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
た
異
議
は
、
理
由
づ
け
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
被
告
ら
は

4

4

4

4

、4・

原
告
の
請
求
に
も
と
づ
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

あ
る
い
は

4

4

4

4

、4・

原
告
の
許

4

4

4

4

容
を
も
っ
て

4

4

4

4

4

、4・

本
件
住
居
の
修
復
作
業
の
た
め
に
相
当
な
支
出
を
行
っ
た
こ
と
を
顧
慮
し
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

正
当
な
こ
と
に

4

4

4

4

4

4

、4・

本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
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鑑
定
人
は

4

4

4

4

、4・

一
九
七
一
年
一
一
月
二
八
日
付
の
彼
の
鑑
定
書
に
お
い
て
、
被
告
ら
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

、4・

一
九
六
九
年
に

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
に
よ
っ
て
賃
借
さ
れ
た
本
件
住
居

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

に
お
い
て

4

4

4

4

、4・

全
部
で
三
七
六
一
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
価
値
に
お
け
る
支
出
を
行
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
確
か
に

4

4

4

、4・

そ
の
う
ち
で

4

4

4

4

4

、4・

圧
倒
的
な
部
分

4

4

4

4

4

4

、4・

す
な
わ
ち

4

4

4

4

、4・

二
〇
六
一
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
が

4

4

4

4

、4・

一
九
六
九
年
三
月
一
〇
日
の
本
件
使
用
賃
貸
借
契
約

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
九
条
三
号
に
し
た
が
っ
て

4

4

4

4

4

4

、4・

原
則

4

4

と
し
て
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
の
美
的
な
修
復
に
割
り
当
て
ら
れ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

　

し
か
し

4

4

4

、4・

こ
の
大
規
模
な
美
的
な
修
復
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

本
件
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

、4・

原
告
の
願
望
に
も
と
づ
い
て
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
の
深
夜
電
力
を
蓄
え
る
暖
房
装
置

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
作
り
つ
け
に
よ
っ
て
必
要
と
な
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら

4

4

4

4

4

4

、4・

こ
の
美
的
な
修
復
の
費
用
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

価
値
を
改
善
す
る
作
業
の
た
め
の
費
用
と
全

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

く
同
様
に

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
の
支
出
と
し
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。
こ
の
支
出
を
顧
慮
し
て
、
本
件
解
約
告
知
に
お
い

て
意
思
表
示
さ
れ
た
時
点
で
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
は
、
被
告
ら
に
と
っ
て
、
正
当
化
さ
れ
な
い
苛
酷
さ
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の

こ
と
か
ら
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
に
対
す
る
請
求
権
が
被
告
ら
に
当
然
帰
属
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
訴
え
は
、
棄
却

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
し
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
に
し
た
が
っ
て
・
・
・
・
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
に
つ
い
て
決
定
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」。

　

第
七
に
、
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
区
裁
判
所
一
九
七
二
年
二
月
二
二
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　

事
実
関
係
の
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
区
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「
・
・
・
・
本
件
明
渡
し
の
訴
え
は
、
理
由
づ
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・

　

原
告
（
賃
貸
人
）
は
、
確
か
に
、
解
約
告
知
期
間
に
し
た
が
っ
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
し
か
し
、
被
告
（
賃
借
人
）
は
、

（
947
）

（
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Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
一
項
に
し
た
が
っ
て
、
正
当
な
こ
と
に
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
を
請
求
し
た
。
こ
の
規
定
の
要
件
は
、
認
め
ら
れ
て

い
た
の
で
あ
る
」、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
区
裁
判
所
は
、
そ
の
よ
う
に
判
断
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
・
・
・
・
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
契
約
に
し
た
が
っ
た
終
了
は
、
被
告
に
と
っ
て
、
原
告
の
正
当
な
利
益
を
考
慮
に
入
れ
て
も
正
当
化
さ
れ

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
苛
酷
さ
を
意
味
し
た
。
当
裁
判
所
は

4

4

4

4

4

、4・

被
告
と
そ
の
妻
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
た
本
件
土
地
・
建
物
を
実
地
調
査
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

本
件
建
物
は
す
で
に
そ
の
前
に
も
全
く
居
住
で
き
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
被
告
が
、
本
件
土
地

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

44

4

4

4

4

・4・

建
物
の
価
値
の
改
善
に
行
き
着
い
た
と
こ
ろ
の

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

相
当
な
支
出
を
行
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
こ
の
よ
う
な
支
出
は

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

社
会
的
条
項
の
適
用
を
正
当
化
す
る
の
に
適
当
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
当
裁
判
所
は
、

当
事
者
の
間
に
存
在
す
る
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
一
九
七
二
年
一
二
月
三
一
日
ま
で
延
長
す
る
こ
と
を
適
当
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
」。

　

第
八
に
、
デ
ィ
ン
ス
ラ
ー
ケ
ン
区
裁
判
所
一
九
八
一
年
五
月
一
三
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【
174
】
デ
ィ
ン
ス
ラ
ー
ケ
ン
区
裁
判
所
一
九
八
一
年
五
月
一
三
日
判
決

　
［
事
案
の
概
要
と
経
緯
］

　

被
告
（
賃
借
人
）
ら
は
、
一
九
七
九
年
九
月
二
九
日
に
、
原
告
（
賃
貸
人
）
か
ら
本
件
住
居
を
賃
借
し
た
。
原
告
は
、
一
九
八
〇
年
七
月
三
一
日

付
の
書
面
を
も
っ
て
、「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
し
て
、
一
九
八
〇
年
一
〇
月
三
一
日
付
で
、
被
告
ら
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
ら
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
五
五
六
ａ
条
に
し
た
が
っ
て
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。

（
949
）

（
950
）

（
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）
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［
判
決
理
由
］

　

区
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「
自
己
必
要
を
理
由
と
す
る
原
告
の
本
件
解
約
告
知
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
六
四
ｂ
条
に
し
た
が
っ
て
、
権
限
の
あ
る
も

の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
は
、
被
告
ら
に
と
っ
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
に
し
た
が
っ
て
、
要
求
で
き
な
い
苛
酷
さ

を
意
味
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
継
続
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
区
裁
判
所
は
、
そ
の
よ
う
に
判
断
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
・
・
・
・
本
件
解
約
告
知
の
と
き
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
は

4

4

4

4

、4・

よ
う
や
く
お
よ
そ
半
年
本
件
住
居
に
居
住
し
て
い
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
証
拠
調
べ
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

に4

、4・

被
告
ら
は

4

4

4

4

、4・

本
件
住
居
を
修
復
し
た
こ
と
に
よ
っ
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

本
件
住
居
に
相
当
な
作
業
コ
ス
ト
と
時
間
の
消
費
を
つ
ぎ
こ
ん
だ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
こ
の
修
復
は

4

4

4

4

4

、4・

も
っ

4

4

ぱ
ら

4

4

、4・

趣
味
と
い
う
理
由
か
ら
だ
け
行
わ
れ
た
の
で
は
な
く

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

む
し
ろ

4

4

4

、
証
人
ら
の
証
言
に
し
た
が
っ
て
も
、
本
件
住
居
を
居
住
で
き
る
状
態
に
置

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

く
た
め
に
必
要
で
あ
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。・
・
・
・

　

確
か
に
、
原
告
は
、
原
告
が
長
い
居
住
期
間
を
約
束
し
た
と
い
う
被
告
ら
の
主
張
を
認
め
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
、
本
件
住
居
か
ら
快
適
な
マ
イ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

ホ
ー
ム
が
作
り
出
さ
れ
た
と
い
う
被
告
ら
の
作
業
に
か
ん
が
み
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

本
件
住
居
の
維
持
に
つ
い
て
の
被
告
ら
の
利
益
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

優
勢
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
特
に

4

4

、4・

短
い
居
住
期
間
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

行
わ
れ
た
支
出
は

4

4

4

4

4

4

4

、4・

な
お

4

4

、4・

決
し
て
居
住
に
よ
っ
て
使
い
古
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て

4

4

4

4

4

4

、4・

す
で
に
そ
の
よ
う
に
短
い
期
間
の
後
に
再
び
転
居
す
る
こ
と
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
に
要

4

4

4

4

4

求
さ
れ
る
こ
と
も
で
き
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。・
・
・
・

　

す
べ
て
の
こ
と
に
し
た
が
っ
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
が
命
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
と
き
に
、
当
裁
判
所
は

4

4

4

4

4

、4・

一
九
八
四
年
九
月
三
〇
日
ま
で
の
期
間
を
定
め
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
と
い
う
の
は
、
そ
の
時
点
ま
で

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
の
支
出
は

4

4

4

4

4

4

4

、4・

居
住
に
よ
っ
て
使
い
古
さ
れ
た
も
の
で

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

（
952
）

住
居
の
賃
貸
借
の
終
了
を
め
ぐ
る
利
益
の
比
較
衡
量
（
十
四
）
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あ
る
と
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

か
ら
で
あ
る
」。

　

第
九
に
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
地
方
裁
判
所
一
九
八
九
年
九
月
四
日
決
定
を
み
て
お
き
た
い
。

　

事
実
関
係
の
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
被
告
（
賃
借
人
）
ら
の
経
済
的
な
支
出
が
問
題
と
さ
れ
、
結
論
と
し
て
、
賃
借
人
ら
に
と
っ
て
の
「
苛

酷
さ
」
が
肯
定
さ
れ
た
事
案
で
あ
る
。

　

そ
の
決
定
理
由
に
お
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
そ
の
よ
う
に
判
断
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
・
・
・
・
立
証
さ
れ
た
被
告

4

4

4

4

4

4

4

（4・

賃
借
人

4

4

4

）4・

ら
の
申
立
て
に
し
た
が
っ
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告

4

4

・4・

一
は

4

4

、4・

特
に

4

4

、
そ
れ
自
体
議
論
の
余
地
の
な
い
暖
房
お
よ
び

4

4

4

4

4

浴
室
の
作
り
つ
け
の
た
め
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

相
当
な
金
額
に
お
け
る
投
資
を
行
っ
た
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
投
資
は

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
短
い
使
用
賃
貸
借
期
間

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

（4・

四
年

4

4

）4・

に
か
ん
が
み

4

4

4

4

4

て4

、4・

な
お

4

4

、4・

居
住
に
よ
っ
て
使
い
古
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
賃
貸
人
ら
は

4

4

4

4

4

、4・

本
件
使
用
賃
貸
借
契
約
の
九
条

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

二
九
条
に
も
と
づ
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
投

4

4

4

資
に
同
意
し
た
の
み
な
ら
ず

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告

4

4

・4・

一
の
対
応
す
る
義
務
を
契
約
上
文
書
に
書
き
記
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
契
約
に

し
た
が
っ
た
終
了
は
、
被
告
・
一
に
と
っ
て
、
原
告
（
賃
貸
人
）
ら
の
正
当
な
利
益
を
評
価
し
て
も
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
苛

酷
さ
を
意
味
し
た
の
で
あ
る
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
）。
そ
の
限
り
で
は
、
本
件
明
渡
し
の
訴
え
は
棄
却
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
し
、
本
件

4

4

使
用
賃
貸
借
関
係
は

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

こ
の
投
資
が
居
住
に
よ
っ
て
使
い
古
さ
れ
る
ま
で

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

一
定
の
期
間
の
間
継
続
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
」。

　

第
一
〇
に
、
キ
ー
ル
地
方
裁
判
所
一
九
九
〇
年
一
〇
月
一
八
日
決
定
を
み
て
お
き
た
い
。

　

事
実
関
係
の
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
地
方
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「
確
か
に
、
正
当
な
利
益
が
、
原
告(

賃
貸
人)

ら
の
自
己
必
要
を

（
953
）

（
954
）

（
955
）

（
956
）

4

西
南
学
院
大
学
法
学
論
集
　
　
第
五
六
巻
　
　
第
四
号
（
二
〇
二
四
年
　
三
月
）
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理
由
と
す
る
本
件
解
約
告
知
の
基
礎
に
あ
っ
た
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
六
四
ｂ
条
二
項
二
号
）。
し
か
し
、
被
告
（
賃
借
人
）
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
異
議
は
、

本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
︱
場
合
に
よ
っ
て
は
、
期
間
の
定
め
の
あ
る
継
続
︱
に
行
き
着
い
た
。
と
い
う
の
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終

了
は
、
被
告
に
と
っ
て
、
原
告
ら
の
正
当
な
利
益
を
評
価
し
て
も
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
苛
酷
さ
を
意
味
し
た
か
ら
で
あ
る
（
Ｂ

Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
）」、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
決
定
理
由
に
お
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
そ
の
よ
う
に
判
断
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
苛
酷
さ
に
つ
い
て
の
理
由
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
が

4

4

4

、4・

入
居
の
と
き
に

4

4

4

4

4

4

、4・

相
当
な
修
復
の
た
め
の
給
付
を
も
た
ら
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
使
用
賃
貸

4

4

4

4

4

4

借
関
係
が

4

4

4

4

、4・

使
用
賃
貸
借
の
開
始
の
後
短
い
間
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

︱4・

本
件
に
お
い
て
は
五
ヶ
月
後
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

︱4・

解
約
告
知
さ
れ
た
点
に
お
い
て
見
て
取
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

な
か
っ
た

4

4

4

4

。
つ
ま
り
、
賃
借
人
が

4

4

4

4

、4・

自
由
意
思
か
ら

4

4

4

4

4

4

、4・

か
つ

4

4

、4・

法
的
な
義
務
な
し
に

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

比
較
的
長
い
使
用
賃
貸
借
期
間
を
信
頼
し
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

︱4・

本
件
に
お
い

4

4

4

4

4

て
は
三
年
の
勉
学
の
期
間
の
た
め
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

︱4・

、4・

本
件
賃
借
物
に
少
な
か
ら
ぬ
費
用
を
費
や
し
た
場
合

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

苛
酷
さ
は

4

4

4

4

、4・

賃
借
人
が

4

4

4

4

、4・

も
は
や

4

4

4

、4・

完
全
に

4

4

4

、4・

彼
の
投
資
の
享
受
に
達
し
な
い
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

引
き
払
う
と
き
に

4

4

4

4

4

4

4

、4・

こ
の
た
め
に
補
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
点
に
存
在
す
る
こ
と
が
で
き
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
そ
の

4

4

際4

、4・

原
則
と
し
て

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
費
用
が

4

4

4

4

4

、4・

必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
の
か

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

有
益
で
あ
っ
た
の
か

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

あ
る
い
は

4

4

4

4

、4・

ぜ
い
た
く
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
点
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

重
要
で
な
い

4

4

4

4

4

。
む
し
ろ

4

4

4

、4・

賃
貸
人
が
彼
の
態
様
に
よ
っ
て
作
り
出
し
た
と
こ
ろ
の
信
頼
の
事
実
の
内
容
が
決
定
的
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
こ
の
信
頼
の
事
実
の
内

4

4

4

4

4

4

4

4

4

容
は

4

4

、4・

賃
貸
人
が

4

4

4

4

、4・

黙
示
的
に
も

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
投
資
に
同
意
し
て
い
た
場
合

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

肯
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
そ
の
よ
う
な
同
意
は

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

賃
貸
人
が

4

4

4

4

、
本

件
の
よ
う
に
、
修
復
さ
れ
て
い
な
い
住
居
を
賃
借
人
に
委
譲
し
た
場
合

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

は
じ
め
か
ら
認
め
ら
れ
た
も
の
と
し
て
妥
当
す
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。・
・
・
・

　

そ
の
理
由
か
ら
、
当
部
は
、
失
わ
れ
た
建
築
費
用
の
補
助
金
の
居
住
に
よ
る
使
い
古
し
の
期
間
に
依
拠
し
、
そ
の
他
の
点
で
は
、
両
方
の
側
の
利

益
の
比
較
衡
量
の
も
と
で
、
た
ぶ
ん
被
告
の
継
続
の
請
求
に
対
応
し
、
本
件
訴
え
を
棄
却
し
た
の
で
あ
る
」。
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以
上
、
経
済
的
な
支
出
が
問
題
と
さ
れ
、
結
論
と
し
て
、
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
が
肯
定
さ
れ
た
事
案
を
考
察
し
た
。

　

③
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
が
否
定
さ
れ
た
事
案

　

最
後
に
、
経
済
的
な
支
出
が
問
題
と
さ
れ
た
が
、
結
論
と
し
て
、
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
が
否
定
さ
れ
た
事
案
を
考
察
す
る
こ
と
に
す

る
。

　

第
一
に
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
地
方
裁
判
所
一
九
七
〇
年
六
月
一
一
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【

175
】
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
地
方
裁
判
所
一
九
七
〇
年
六
月
一
一
日
判
決

　
［
事
案
の
概
要
と
経
緯
］

　

本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
、
原
告
、
お
よ
び
、
被
告
と
そ
の
妻
と
の
間
に
お
い
て
、
一
九
四
五
年
一
〇
月
三
〇
日
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
。
原
告
（
賃

貸
人
）
は
、
一
九
六
八
年
四
月
三
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
、
一
九
六
九
年
四
月
三
〇
日
付
で
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
こ
れ
に

対
し
て
、
被
告
（
賃
借
人
）
は
、
一
九
六
九
年
二
月
二
四
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。

　

被
告
は
、
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。
す
な
わ
ち
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
は
、
被
告
に
と
っ
て
、
要
求
で
き
な
い
「
苛
酷
さ
」
を
意
味
し

た
。
被
告
は
、
一
九
四
五
年
に
、
相
当
な
支
出
の
も
と
で
、
本
件
住
居
を
築
い
た
。
さ
ら
に
、
被
告
は
、
一
九
六
二
年
に
、
二
四
〇
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
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ク
で
、
新
た
な
浴
室
設
備
を
調
達
し
た
。
ま
た
、
本
件
住
居
は
、
被
告
に
と
っ
て
、
六
〇
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
と
い
う
月
あ
た
り
の
年
金
収
入
に
お
い

て
、
特
に
、
格
安
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
被
告
は
、
ひ
と
つ
の
部
屋
を
転
貸
す
る
可
能
性
を
有
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
被
告
が
、

す
で
に
、
二
四
年
以
来
本
件
住
居
を
利
用
し
、
六
八
歳
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
原
告
は
、
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。
す
な
わ
ち
、
被
告
は
、
一
九
四
五
年
に
、
彼
の
嗜
好
に
し
た
が
っ
て
本
件
住
居
を
修
復
す

る
た
め
に
最
低
限
の
支
出
だ
け
を
も
た
ら
し
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
こ
の
金
額
は
、
居
住
に
よ
っ
て
使
い
古
さ
れ
た
、
と
み
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
六
〇
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
と
い
う
月
あ
た
り
の
収
入
に
お
い
て
、
被
告
は
、
相
当
な
代
替
住
居
を
賃
借
す
る
可
能
性
を
有
し
た
。
本
件
使

用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
は
、
原
告
に
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
、
当
事
者
の
間
に
お
い
て
、

恒
常
的
に
意
見
の
相
違
に
行
き
着
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

区
裁
判
所
は
、
被
告
に
一
九
七
〇
年
三
月
三
一
日
ま
で
の
明
渡
期
間
を
認
め
た
う
え
で
、
本
件
明
渡
し
の
訴
え
を
認
容
し
た
。
区
裁
判
所
は
、
被

告
の
異
議
は
理
由
づ
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
、
と
判
断
し
た
。
と
い
う
の
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
は
、
被
告
に
と
っ
て
、「
苛
酷
さ
」

を
意
味
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
九
四
五
年
か
ら
の
支
出
は
、
清
算
ず
み
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
は
、
地
方
裁
判
所
に
控
訴
し
た
の
で
あ
る
。

　
［
判
決
理
由
］

　

地
方
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「
・
・
・
・
被
告
は
、
原
告
に
対
し
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
い

う
の
は
、
現
在
の
時
点
に
お
け
る
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
は
、
被
告
に
と
っ
て
、
原
告
の
正
当
な
利
益
を
評
価
し
て
も
正
当
化
さ
れ
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
苛
酷
さ
を
意
味
し
た
か
ら
で
あ
る
」、
と
判
断
し
、
本
件
控
訴
を
認
容
し
た
。
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そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、「
被
告
が
両
方
の
審
級
に
お
い
て
貧
困
証
明
書
の
提
出
に
よ
っ
て
十
分
に
証
明
し
た
と
こ
ろ
の
被

告
の
経
済
的
な
諸
関
係
」
を
重
要
視
し
て
、
一
九
七
一
年
一
二
月
三
一
日
ま
で
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
延
長
す
る
と
い
う
結
論
を
導
き
出
し
た
の

で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
地
方
裁
判
所
が
、
他
方
に
お
い
て
、
経
済
的
な
支
出
の
観
点
か
ら
の
被
告
（
賃
借
人
）
の
異
議
に
つ
い
て
は
、
そ
の
異
議
を
退
け
、

賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
否
定
し
た
こ
と
に
は
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
点
を
考
察
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
地

方
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
も
っ
と
も
、
そ
の
場
合
に
、
当
部
は
、
被
告
が
、
一
九
四
五
年
に
、
本
件
住
居
を
再
び
入
居
可
能
に
す
る
た
め
に
、
資
金
と
ほ
か
の
給
付
を
費

や
し
た
と
い
う
事
実
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
の
意
味
に
お
け
る
苛
酷
さ
に
つ
い
て
の
理
由
と
し
て
正
当
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う

点
に
お
い
て
、
区
裁
判
所
と
意
見
が
一
致
し
た
。
こ
の
給
付
は

4

4

4

4

4

、
被
告
が
総
じ
て
見
積
も
る
こ
と
が
で
き
る
限
り
で
言
え
ば
、
二
五
年
と
い
う
賃
借

4

4

4

4

4

4

4

4

期
間
に
よ
っ
て
と
う
に
居
住
に
よ
っ
て
使
い
古
さ
れ
て
い
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
そ
の
他
の
点
で
は

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
が
ま
ず
第
一
に
自
分
自
身
の
利
益
に
お
い
て
こ
の
建
築
の

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

た
め
の
給
付
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

見
誤
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。・
・
・
・
被
告
は

4

4

4

、4・

そ
の
た
め
に
二
四
〇
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
を
費
や

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

し
た
と
こ
ろ
の
被
告
に
よ
っ
て
一
九
六
二
年
に
修
復
さ
れ
た
浴
室
設
備
を
も

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
間
に

4

4

4

4

・
・
・
・
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
」。

　

第
二
に
、
マ
ン
ハ
イ
ム
地
方
裁
判
所
一
九
八
四
年
一
〇
月
一
七
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【

176
】
マ
ン
ハ
イ
ム
地
方
裁
判
所
一
九
八
四
年
一
〇
月
一
七
日
判
決
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［
事
案
の
概
要
と
経
緯
］

　

原
告
（
賃
貸
人
）
と
被
告
（
賃
借
人
）
ら
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
、
一
九
八
一
年
二
月
に
は
じ
ま
っ
た
。
原
告
は
、「
自
己
必
要
」
を
理

由
と
し
て
、
被
告
ら
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
原
告
は
、
本
件
住
居
を
原
告
の
息
子
と
そ
の
家
族
に
委
譲
す
る
つ
も
り
で
あ
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
ら
は
、
よ
り
長
い
居
住
期
間
を
予
期
し
て
本
件
住
居
に
相
当
な
投
資
を
行
っ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
本
件
解
約
告
知

に
異
議
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。

　
［
判
決
理
由
］

　

地
方
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「
原
告
の
本
件
解
約
告
知
に
よ
っ
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
終
了
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
の
理
由
か
ら
、
被
告

ら
は
、
本
件
住
居
を
明
け
渡
し
、
原
告
に
返
還
す
る
よ
う
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
」、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
そ
の
よ
う
に
判
断
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
・
・
・
・
被
告
ら
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
を
引
き
合
い
に
出
し
、
そ
の
理
由
づ
け
の
た
め
に
、
被
告
ら
が
、
よ
り
長
い
居
住
期
間
を
予
期
し

て
相
当
な
投
資
を
行
っ
た
こ
と
を
申
し
立
て
た
。
裁
判
例
に
お
い
て
、
こ
の
関
連
に
お
い
て
、
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
は
、
次
の
場
合
に
、
Ｂ
Ｇ

Ｂ
五
五
六
ａ
条
の
意
味
に
お
け
る
特
別
な
苛
酷
さ
を
意
味
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
正
当
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
賃
借
人
が
、『
特

別
な
事
情
の
た
め
に
、
そ
の
使
用
賃
貸
借
関
係
の
早
期
の
解
約
告
知
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
し
、
そ
の
支
出
が
相
当
で
あ
り
、
そ

の
支
出
の
相
当
な
部
分
の
た
め
に
、
退
去
の
と
き
に
、
補
償
が
請
求
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
お
よ
び
、
そ
の
支
出
が
、
そ
の
使
用
賃
貸
借

期
間
に
よ
っ
て
も
、
な
お
、
居
住
に
よ
っ
て
使
い
古
さ
れ
て
い
な
い
し
、
そ
れ
で
、
そ
の
結
果
に
お
い
て
、
賃
借
人
の
本
質
的
な
損
失
に
行
き
着
く

場
合
』
で
あ
る
。

（
964
）

（
965
）

住
居
の
賃
貸
借
の
終
了
を
め
ぐ
る
利
益
の
比
較
衡
量
（
十
四
）

202203



　

本
件
事
案
に
お
い
て
、
被
告
ら
は

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
の
申
立
て
に
し
た
が
っ
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

本
件
住
居
の
修
復
の
た
め
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

お
よ
そ
一
万
二
千
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
を
費

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

や
し
た

4

4

4

。
そ
の
場
合
に

4

4

4

4

4

、4・

本
件
住
居
の
修
復
の
た
め
の
義
務
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

次
の
よ
う
な
本
件
使
用
賃
貸
借
契
約
の
二
三
条
か
ら
判
明
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
す
な
わ
ち

4

4

4

4

、4・

『
4

・

賃
借
人
ら
は

4

4

4

4

4

、4・

入
居
の
と
き

4

4

4

4

4

、4・

自
分
自
身
で
壁
紙
を
張
り

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
の
後

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

壁
紙
を
は
が
し
て
そ
の
住
居
か
ら
出
る
こ
と

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

が
で
き
る

4

4

4

4

。4
・

』4
・

、4・

と
い
う
条
項
で
あ
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

　

こ
の
よ
う
な
種
類
の
合
意
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

住
居
使
用
賃
貸
借
契
約
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

何
ひ
と
つ
異
例
な
こ
と
は
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
当
部
は

4

4

4

、4・

そ
の
何
年
間
も
の
経
験
に
も
と

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

づ
い
て

4

4

4

、4・

美
的
な
修
復
を
賃
借
人
に
転
嫁
す
る
こ
と
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

通
例
の
こ
と
に
対
応
す
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。・
・
・
・
圧
倒
的
に
は
、
入
居
可
能
な

住
居
が
賃
借
人
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
場
合
に
は
、
賃
借
人
は
、
契
約
上
、
そ
の
使
用
賃
貸
借
期
間
の
間
に
修
復
し
、
退
去
の
と
き
に
、
修

復
さ
れ
た
住
居
を
返
還
す
る
よ
う
に
義
務
づ
け
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
契
約
の
様
式
に
お
い
て
、
賃
借
人
は

4

4

4

4

、4・

退
去
の
と
き
に

4

4

4

4

4

4

、4・

修
復
の
費
用
を
甘

4

4

4

4

4

4

4

受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
そ
の
費
用
の
負
担
は

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

賃
借
人
に
と
っ
て
痛
烈
な
打
撃
と
な
る
か
も
し
れ
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
し
か
し

4

4

4

、4・

そ
の
費
用
の
負
担
は

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ4

れ
が
多
数
の
事
案
に
お
い
て
発
生
す
る
の
で
あ
る
か
ら

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
の
意
味
に
お
け
る
特
別
な
苛
酷
さ
を
意
味
し
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
本
件
の
よ
う

4

4

4

4

4

に4

、4・

賃
借
人
が

4

4

4

4

、4・

修
復
を
必
要
と
す
る
住
居
を
引
き
受
け

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
代
わ
り
に

4

4

4

4

4

4

、4・

修
復
を
必
要
と
す
る
住
居
を
返
還
し
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
場
合
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

も4

、4・

何
ひ
と
つ
異
な
る
こ
と
は
妥
当
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
そ
の
使
用
賃
貸
借
関
係
が
短
い
期
間
だ
け
継
続
し
た
場
合
、
ひ
と
つ
の
例
外
が
考
慮

に
値
す
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
は
、
不
確
定
で
あ
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
。
本
件
事
案
に
お
い
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

一
九
八
一
年
二
月

4

4

4

4

4

4

4

に
は
じ
ま
っ
た

4

4

4

4

4

4

。
し
た
が
っ
て

4

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
は

4

4

4

4

、4・

三
年
半
を
過
ぎ
て
本
件
住
居
を
占
有
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
」。

　

第
三
に
、
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
区
裁
判
所
一
九
八
七
年
三
月
二
四
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。
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【

177
】
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
区
裁
判
所
一
九
八
七
年
三
月
二
四
日
判
決

　
［
事
案
の
概
要
と
経
緯
］

　

原
告
（
賃
貸
人
）
ら
は
、
原
告
・
二
が
一
九
八
五
年
一
〇
月
に
卒
中
発
作
を
被
っ
た
後
で
、「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
し
て
、
一
九
八
六
年
一
二

月
三
一
日
付
で
、
被
告
（
賃
借
人
）
ら
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。

　

原
告
ら
は
、
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。
す
な
わ
ち
、
原
告
・
二
の
右
半
身
は
、
完
全
に
麻
痺
し
、
原
告
・
二
は
、
四
六
時
中
ベ
ッ
ド
に
お
い
て
世

話
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
起
き
上
が
る
こ
と
も
、
動
く
こ
と
も
で
き
な
い
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
原
告
・
二
の
息
子
が
、
被
告
ら
の
本
件
住
居

に
入
居
し
、
そ
の
世
話
を
部
分
的
に
引
き
受
け
る
こ
と
を
意
図
し
た
。
本
件
建
物
は
、
原
告
ら
の
建
物
の
す
ぐ
横
に
あ
り
、
そ
の
結
果
、
原
告
・
二

の
息
子
は
、
夜
も
原
告
ら
の
住
居
に
到
達
で
き
、
す
ぐ
に
原
告
・
二
の
援
助
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
原
告
・
二
の
息
子
の
現
在
の
住
居
か

ら
の
走
行
時
間
は
、
少
な
く
と
も
一
五
分
か
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
原
告
・
二
の
息
子
は
、
原
告
ら
の
住
居
に
居
住
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
原
告
ら
の
住
居
は
、
被
告
ら
の
本

件
住
居
と
同
じ
く
、
一
階
に
二
つ
の
部
屋
を
、
お
よ
び
、
上
階
に
二
つ
の
部
屋
だ
け
を
有
し
、
す
で
に
三
人
の
人
々
に
よ
っ
て
居
住
さ
れ
て
い
た
か

ら
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
ら
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
開
始
時
に
、
原
告
ら
は
被
告
ら
が
常
に
本
件
住
居
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を

表
明
し
た
こ
と
の
ほ
か
、
本
件
住
居
に
広
範
な
投
資
を
行
っ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。

　
［
判
決
理
由
］

　

区
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「
本
件
訴
え
は
、
理
由
づ
け
ら
れ
て
い
た
」、
と
判
断
し
た
。

（
967
）

（
968
）

住
居
の
賃
貸
借
の
終
了
を
め
ぐ
る
利
益
の
比
較
衡
量
（
十
四
）
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そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
区
裁
判
所
は
、
は
じ
め
に
、
原
告
（
賃
貸
人
）
ら
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
に
つ
い
て
「
正
当
な
利
益
」

を
有
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。

　
「
証
拠
調
べ
に
も
と
づ
い
て
、
当
裁
判
所
は
、
原
告
・
二
の
息
子
が
、
被
告
ら
の
本
件
住
居
に
入
居
し
、
必
要
と
あ
れ
ば
原
告
・
二
の
世
話
を
引

き
受
け
る
こ
と
を
意
図
し
た
こ
と
を
、
証
明
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
判
断
し
た
。
証
人
（
原
告
・
二
の
息
子
）
は
、
原
告
ら
の
よ
り
近
く
に
い
て
、

そ
の
結
果
、
必
要
と
あ
れ
ば
原
告
・
二
の
世
話
に
お
い
て
救
援
に
か
け
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
、
被
告
ら
の
本
件
住
居
に
入
居
す
る
つ
も
り

で
あ
る
こ
と
を
信
ず
べ
く
証
言
し
た
の
で
あ
る
。

　

原
告
・
二
は
、
議
論
の
余
地
も
な
く
、
昼
も
夜
も
世
話
人
を
必
要
と
し
た
。
と
い
う
の
は
、
原
告
・
二
は
、
動
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で

あ
る
。

　

証
人
は
、
彼
の
申
立
て
に
対
応
し
て
、
Ｓ
通
り
に
居
住
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
原
告
ら
の
建
物
の
す
ぐ
横
に
あ
る
と
こ
ろ
の
被
告
ら
の
本
件
住

居
は
、
証
人
に
と
っ
て
、
意
図
さ
れ
た
世
話
を
顧
慮
し
て
、
本
質
的
に
よ
り
好
都
合
に
位
置
し
て
い
る
。

　

そ
の
こ
と
か
ら
、
当
裁
判
所
の
見
解
に
し
た
が
っ
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
に
つ
い
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
六
四
ｂ
条
二
項
二
号
の
意
味
に
お

け
る
正
当
な
利
益
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
原
告
・
二
の
息
子
の
現
在
の
使
用
賃
貸
借
関
係
が
、
議
論
の
余
地
も
な
く
、
解
約
告
知
さ
れ
た
し
、
し
た
が
っ
て
、
原
告
ら
が
、

そ
の
息
子
の
居
住
の
必
要
を
満
た
す
た
め
に
被
告
ら
の
本
件
住
居
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
ま
す
ま
す
妥
当
し
た
の
で
あ
る
」。

　

さ
ら
に
、
区
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
原
告
（
賃
貸
人
）
ら
の
利
益
と
被
告
（
賃
借
人
）
ら
の
利
益
と
の
あ
い
だ
の
比
較

衡
量
に
お
い
て
、
経
済
的
な
支
出
の
観
点
か
ら
の
賃
借
人
ら
の
異
議
を
退
け
、
賃
借
人
ら
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
否
定
し
た
の
で
あ
る
。
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「
被
告
ら
が

4

4

4

4

、
彼
ら
の
申
立
て
に
対
応
し
て
、
賃
借
し
た
本
件
住
居
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

新
た
に

4

4

4

、4・

壁
紙
を
張
り

4

4

4

4

4

、4・

ペ
ン
キ
を
塗
り

4

4

4

4

4

4

、4・

浴
室
に

4

4

4

、4・

板
を
敷
き

4

4

4

4

、4・

新4

た
な
シ
ャ
ワ
ー
を
設
置
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

な
ら
び
に

4

4

4

4

、4・

本
件
住
居
の
階
段
に
手
す
り
を
取
り
つ
け

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

電
力
線
を
敷
設
し

4

4

4

4

4

4

4

、4・

新
た
な
天
井
を
は
め
込
ん
だ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

と
い
う
事

情
を
考
慮
に
入
れ
て
も
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
契
約
に
し
た
が
っ
た
終
了
は
、
被
告
ら
に
と
っ
て
、
当
裁
判
所
の
見
解
に
し
た
が
っ
て
、
原
告

ら
の
正
当
な
利
益
を
評
価
し
て
も
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
苛
酷
さ
を
意
味
し
な
か
っ
た
。
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
に
し
た
が
っ
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
利
益
の
比
較
衡
量
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
当
裁
判
所
の
見
解
に
し
た
が
っ
て
、
被
告
ら
の
本
件
住
居
を

4

4

4

4

4

4

4

4

4

（4・

卒
中
発
作
の
結
果
と
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

て
寝
た
き
り
の
原
告
・
二
の

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

）4・

世
話
を
引
き
受
け
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
証
人

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

（4・

原
告
・
二
の
息
子

4

44

4

4

4

4

）4・

の
た
め
に

4

4

4

4

（4・

利
用
す
る

4

4

4

4

）4・

と
い
う
原
告
ら

4

4

4

4

4

4

の
利
益
は

4

4

4

4

、4・

本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
に
つ
い
て
の
被
告
ら
の
利
益
を
凌
駕
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
そ
の
場
合
に

4

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
は
と
も
か
く
三
年
間
彼
ら
に
よ
っ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

て
行
わ
れ
た
投
資
を
居
住
に
よ
っ
て
使
い
古
す
こ
と
が
で
き
た
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
こ
と
を
越
え
て

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

本
件
住
居
は

4

4

4

4

4

、4・

月
あ
た
り
の
基
本
的
な
賃
料
が
三
〇
〇

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

ド
イ
ツ
マ
ル
ク
だ
け
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

簡
素
な
住
居
と
し
て
賃
貸
さ
れ
た
こ
と
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ

る
。・
・
・
・

　

し
た
が
っ
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
、
一
九
八
六
年
九
月
二
九
日
の
原
告
ら
の
本
件
解
約
告
知
に
も
と
づ
い
て
、
一
九
八
六
年
一
二
月
三
一

日
付
で
終
了
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
と
と
も
に
、
被
告
ら
は
・
・
・
・
彼
ら
に
よ
っ
て
居
住
さ
れ
た
本
件
住
居
の
明
渡
し
と
返
還
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
」。

　

な
お
、
そ
の
他
の
利
益
の
侵
害
の
観
点
か
ら
の
被
告
（
賃
借
人
）
ら
の
異
議
に
つ
い
て
は
、
Ⅱ
の
二
の
２
の
⑷
に
お
い
て
取
り
上
げ
る
。

　

第
四
に
、
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
地
方
裁
判
所
一
九
八
七
年
七
月
九
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

（
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地
方
裁
判
所
は
、「
被
告

4

4

（4・

賃
借
人

4

4

4

）4・

ら
は

4

4

、4・

ま
ず
第
一
に

4

4

4

4

4

、4・

六
ヶ
月
の
延
長
条
項
を
と
も
な
う
本
件
使
用
賃
貸
借
契
約
を
締
結
し
た
し
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、4・

そ
の

4

4

延
長
条
項
に
手
を
加
え
る
と
き
に
、
原
告

4

4
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4

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

（4・

賃
貸
人

4

4

4

）4・

が4

、4・

五
年
の
経
過
の
後
に

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

本
件
建
物
を
自
分
自
身
で
利
用
す
る
か
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4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

あ
る
い
は

4

4

4

4

、4・

本
件

4

4

建
物
を
売
買
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
こ
と
を
知
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

」、
と
い
う
事
実
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、「
こ
の
よ
う
な
契
約
の
形
態
に
も
と
づ
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4
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4

4

4

4

4

4

4

、4・

本
件
使

4

4

4

用
賃
貸
借
関
係
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
は

4

4

4

4

、4・

特
に

4

4

、4・

彼
ら
が
本
件
住
居
へ
の
入
居
の
と
き
に
相
当
な
支
出
を
行
っ
た
こ
と
を
引
き
合
い
に
出
す
こ
と
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

で
き
な
い

4

4

4

4

・
・
・
・
。
そ
の
他
の
点
で
は

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
支
出
は

4

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
が
今
や
六
年
の
間
本
件
建
物
に
居
住
し
た
こ
と
を
顧
慮
し
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

部
分
的
に
居
住

4

4

4

4

4

4

に
よ
っ
て
使
い
古
さ
れ
て
い
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
」、
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。

　

第
五
に
、
す
で
に
Ⅱ
の
一
の
２
、
お
よ
び
、
Ⅱ
の
二
の
２
の
⑵
の
③
の
ⓑ
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
の
フ
ェ
ル
ベ
ル
ト
区
裁
判
所
一
九
八
八

年
三
月
九
日
判
決
（
裁
判
例
【

136
】）
を
み
て
お
き
た
い
。

　

す
で
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
事
案
の
概
要
の
要
点
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

原
告
（
公
益
的
な
住
宅
建
設
協
同
組
合
）
は
、
原
告
の
組
合
員
で
あ
る
と
こ
ろ
の
被
告
（
賃
借
人
）
ら
に
、
本
件
建
物
の
一
階
に
所
在
す
る
本
件

住
居
を
賃
貸
し
て
い
た
。
原
告
（
賃
貸
人
）
は
、
隣
接
す
る
建
物
の
一
階
に
所
在
す
る
原
告
の
事
務
所
を
拡
張
す
る
た
め
に
、
被
告
ら
と
の
本
件
使

用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
、
本
件
住
居
の
明
渡
し
と
返
還
を
請
求
し
た
。
と
い
う
の
は
、
一
三
八
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
の
原
告
の
現
在
の
事

務
所
フ
ロ
ア
は
、
整
然
た
る
事
業
を
継
続
的
に
保
障
す
る
た
め
に
、
あ
ま
り
に
狭
か
っ
た
し
、
事
務
所
の
拡
張
は
、
隣
接
す
る
被
告
ら
の
一
階
の
本

件
住
居
に
お
い
て
だ
け
可
能
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
た
、
原
告
は
、
本
件
訴
訟
に
先
行
し
た
交
渉
に
お
い
て
、
被
告
ら
に
代
替
住
居
を
提
供
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
努
力
は
成
果
が
な
か
っ
た
。

（
972
）

（
973
）

（
974
）
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西
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六
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二
〇
二
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そ
の
結
果
、
原
告
は
、
一
九
八
七
年
三
月
一
六
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
、
一
九
八
八
年
三
月
三
一
日
付
で
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し

た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
ら
は
、
被
告
ら
の
利
用
権
が
継
続
的
で
あ
る
こ
と
を
信
頼
し
て
転
居
に
よ
っ
て
大
部
分
失
わ
れ
る
と
こ
ろ
の
相
当
な
投
資

を
行
っ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。

　

区
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「
被
告
ら
は
・
・
・
・
彼
ら
に
よ
っ
て
占
有
さ
れ
た
本
件
住
居
を
明
け
渡
し
て
原
告
に
返
還
す
る
よ
う
に
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
当
事
者
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
、
一
九
八
七
年
三
月
一
六
日
の
本
件
解
約
告
知
に
よ
っ
て
、
一
九
八
八
年
三
月

三
一
日
の
経
過
と
と
も
に
終
了
さ
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
」、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
区
裁
判
所
は
、
す
で
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
代
替
住
居
の
調
達
の
観
点
か
ら
の
被
告
（
賃
借
人
）
ら
の
異
議
を
退
け

た
が
、
そ
れ
に
加
え
て
、
経
済
的
な
支
出
の
観
点
か
ら
の
賃
借
人
ら
の
異
議
を
も
退
け
、
賃
借
人
ら
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
否
定
し
た
。
区
裁

判
所
は
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
被
告
ら
に
よ
っ
て
申
し
立
て
ら
れ
た
経
済
的
な
支
出
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
の
枠
組
み
に
お
い
て
、
同
じ
く
、
本
件
解
約
告
知
が
要
求
で
き

な
い
苛
酷
さ
を
意
味
す
る
こ
と
に
行
き
着
か
な
か
っ
た
。
被
告
ら
に
よ
っ
て
申
し
立
て
ら
れ
た
経
済
的
な
支
出
は
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だ
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っ
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さ
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そ
の
際
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取
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台
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び
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シ
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ー
室
に
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わ
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問
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で
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。
そ
の
こ
と
か
ら
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現
在
の
本
件
解
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知
は
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邪
悪
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も
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あ
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価
さ
れ
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が
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な
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特
に
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そ
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取
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用
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が
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き
る
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の
で
あ
る
。
そ
れ
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出
の
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の
費
用
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に
つ
い
て
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、4・

申
立
て
に
よ
っ
て
三
五
〇
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
が
生
じ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
点
は
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あ
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は
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な
っ
た
費
用
の
計
算
書
か
ら
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い
ず
れ
に
せ
よ
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読
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取
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れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
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の
で
あ
る
。
さ
ら
に
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Ｂ
Ｇ
Ｂ
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五
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ａ
条
の
枠
組
み
に
お
い
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そ
の
費
用
の
計
算
書
に
お
い
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挙
げ
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れ
た
と
こ
ろ
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一
九
八
七
年
六
月
の
新
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な
申
出
は
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あ
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す
で
に

4

4

4

、4・

本
件
解
約
告
知
の
意
思
表
示
が
被
告
ら
の
も
と
に
存
在
し
た
の
で
あ
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件
使
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が
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の
で
あ
る
。

　

そ
の
こ
と
か
ら
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Ｇ
Ｂ
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条
の
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最
後
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六
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イ
ツ
マ
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に
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け
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縁
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ガ
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入
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こ
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生
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ち
で
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そ
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が
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一
九
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九
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九
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当
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ら
れ
る
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そ
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と
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ら
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そ
の
投
資
は
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、4・

居
住
に
よ
っ
て
使
い
古
さ
れ
た
も
の
と
し
て
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で
あ
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ず
れ
に
せ
よ
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特
別
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経
済
的
な
苛
酷
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を
理
由
づ
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な
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っ
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4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
」。

　

第
六
に
、
シ
ョ
ル
ン
ド
ル
フ
区
裁
判
所
一
九
八
八
年
七
月
二
二
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【

178
】
シ
ョ
ル
ン
ド
ル
フ
区
裁
判
所
一
九
八
八
年
七
月
二
二
日
判
決

　
［
事
案
の
概
要
と
経
緯
］

　

原
告
（
賃
貸
人
）
は
、
被
告
（
賃
借
人
）
が
一
九
八
六
年
一
月
一
九
日
か
ら
居
住
し
た
と
こ
ろ
の
本
件
住
居
の
所
有
者
で
あ
っ
た
。
原
告
は
、

一
九
八
八
年
一
月
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
五
六
四
ｂ
条
四
項
に
し
た
が
っ
て
、
一
九
八
八
年
七
月
三
一
日
付
で
、
被
告
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約

告
知
し
た
。
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こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
は
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
を
請
求
し
た
。
被
告
は
、
ほ
ん
の
二
年
半
の
使
用

賃
貸
借
期
間
が
す
ぎ
て
か
ら
本
件
住
居
を
明
け
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
、
そ
れ
は
、
被
告
に
と
っ
て
、
要
求
で
き
な
い
「
苛
酷
さ
」
を
意
味

す
る
、
と
主
張
し
た
。
と
い
う
の
は
、
被
告
は
、
本
件
住
居
に
少
な
か
ら
ぬ
費
用
を
費
や
し
か
ら
で
あ
る
。
被
告
の
費
用
は
、
特
に
、
被
告
が
、
板

張
り
の
天
井
を
は
め
込
み
、
じ
ゅ
う
た
ん
を
敷
き
つ
め
、
さ
ら
に
、
本
件
住
居
を
部
分
的
に
修
復
し
た
点
に
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

　
［
判
決
理
由
］

　

区
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
六
四
ｂ
条
四
項
に
し
た
が
っ
て
、
解
約
告
知
権
が
原
告
に
当
然
帰
属
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。・
・
・
・

被
告
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
に
し
た
が
っ
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
に
対
す
る
請
求
権
を
有
し
な
い
の
で
あ
る
」、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
区
裁
判
所
は
、
被
告
（
賃
借
人
）
は
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
判
断
し
た
理

由
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
・
・
・
・
短
い
期
間
の
範
囲
内
に
ど
う
し
て
も
必
要
な
二
重
の
転
居
は
、
被
告
に
プ
ラ
ス
の
材
料
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ

の
短
い
期
間
は
、
二
年
半
の
後
に
経
過
し
た
。・
・
・
・
も
っ
ぱ
ら

4

4

4

4

、4・

本
件
住
居
に
対
す
る
被
告
の
費
用
だ
け
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

考
慮
に
値
す
る

4

4

4

4

4

4

。
し
か
し

4

4

4

、4・

本4

件
に
お
い
て

4

4

4

4

4

、4・

よ
り
長
い
期
間
の
使
用
賃
貸
借
関
係
が
被
告
に
見
込
ま
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
議
論
の
余
地
も
な
か
っ
た
あ
と
で

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
支
出
に
も
と

4

4

4

4

4

4

4

づ
い
て

4

4

4

、4・

被
告
に

4

4

4

、4・

よ
り
長
い
期
間
の
使
用
賃
貸
借
の
保
障
が
約
束
さ
れ
る
か

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

あ
る
い
は

4

4

4

4

、4・

早
す
ぎ
る
引
払
い
の
と
き
に
場
合
に
よ
っ
て
は
起
こ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

り
得
る
償
還
請
求
権
が
約
束
さ
れ
る
こ
と
に
関
し
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

賃
貸
人
と
合
意
す
る
こ
と
な
し
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
が
経
済
的
に
相
当
な
支
出
を
本
件
住
居
の
た
め
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

行
っ
た
場
合

4

4

4

4

4

、4・

そ
れ
は

4

4

4

、4・

も
っ
ぱ
ら
被
告
の
危
険
領
域
に
だ
け
属
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
述
べ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
。
そ
の

こ
と
か
ら
、
被
告
は

4

4

4

、4・

本
件
の
事
案
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

本
件
住
居
に
お
け
る
被
告
の
居
住
の
質
の
改
善
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

原
告
と
の
申
合
せ
が
欠
け
て
い
る
た
め
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

も
っ

4

4
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ぱ
ら
被
告
の
危
険
領
域
に
だ
け
割
り
当
て
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

こ
と
、
こ
こ
か
ら
、
今
や
二
年
半
の
使
用
賃
貸
借
期
間
の
後
に
正
当
化
さ
れ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

こ
と
が
で
き
な
い
苛
酷
さ
は
導
き
出
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

こ
と
が
参
照
す
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
」。

　

第
七
に
、
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
地
方
裁
判
所
一
九
八
九
年
二
月
二
四
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【

179
】
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
地
方
裁
判
所
一
九
八
九
年
二
月
二
四
日
判
決

　
［
事
案
の
概
要
と
経
緯
］

　

原
告
（
賃
貸
人
）
は
、「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
し
て
、
被
告
（
賃
借
人
）
ら
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
原
告
は
、
現
在
、

妻
と
二
人
の
子
供
ら
と
と
も
に
、
二
つ
の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
住
居
に
居
住
し
た
が
、
屋
根
裏
部
屋
の
ほ
か
に
四
つ
の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
た
本
件
住
居
に
入
居
し
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
ら
は
、
一
九
八
五
年
に
一
万
五
千
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
価
値
の
台
所
を
本
件
住
居
の
た
め
に
調
達
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、

本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。

　
［
判
決
理
由
］

　

地
方
裁
判
所
は
、
そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
は
じ
め
に
、「
当
部
は
、
控
訴
審
に
お
い
て
も
、
原
告
の
側
に
、
本
件
住
居
に
つ
い
て
自
己
必
要
（
Ｂ

Ｇ
Ｂ
五
六
四
ｂ
条
二
項
二
号
）
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
本
件
住
居
に
お
い
て
は
、
さ
ら
に
付
け
加
え
て
な
お
ひ

と
つ
の
屋
根
裏
部
屋
が
属
す
る
と
こ
ろ
の
四
つ
の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
住
居
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
原
告
は
、
現
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在
、
妻
と
二
人
の
子
供
ら
と
と
も
に
、
二
つ
の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
住
居
に
居
住
し
た
の
で
あ
る
。

　

・
・
・
・
原
告
は
・
・
・
・
何
故
、
原
告
が
、
彼
の
四
人
家
族
と
と
も
に
、
現
在
居
住
し
た
二
つ
の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
住
居
（
八
〇
平

方
メ
ー
ト
ル
）
か
ら
、
屋
根
裏
部
屋
の
ほ
か
に
四
つ
の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
本
件
住
居
（
全
部
で
一
一
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
）
に
入
居
し
た
か
っ

た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
筋
の
通
り
、
あ
と
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
理
由
を
申
し
立
て
た
の
で
あ
る
」、
と
論
じ
た
。

　

さ
ら
に
、
地
方
裁
判
所
は
、「
被
告
ら
は
、
原
告
の
自
己
必
要
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
六
四
ｂ
条
二
項
二
号
）
に
対
し
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
が
、

被
告
ら
に
と
っ
て
、
賃
貸
人
の
正
当
な
利
益
を
評
価
し
て
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
の
意
味
に
お
け
る
要
求
で
き
な
い
苛
酷
さ
を
意
味
す
る
と
い
う
異
議

を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
よ
う
に
判
断
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
・
・
・
・
被
告
ら
が
一
九
八
五
年
に
一
万
五
千
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
価
値
の
台
所
を
本
件
住
居
の
た
め
に
調
達
し
た
と
い
う
事
実
も
ま
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

Ｂ
Ｇ

4

4

Ｂ
の
意
味
に
お
け
る
要
求
で
き
な
い
苛
酷
さ
を
意
味
し
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
そ
の
調
達
が
す
で
に
お
よ
そ
四
年
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
を
度
外
視
し
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

も4

、4・

賃
借
人
が

4

4

4

4

、4・

一
定
の
期
間
の
間
確
固
た
る
も
の
と
し
て
賃
借
人
に
賃
貸
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
賃
借
住
居
の
た
め
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

こ
の
よ
う
な
調
達
を
行
っ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

た
場
合

4

4

4

、4・

そ
れ
は

4

4

4

、4・

賃
借
人
の
通
常
の
危
険
を
意
味
す
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
」。

　

第
八
に
、
筆
者
の
既
存
の
研
究
に
お
い
て
も
取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
の
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
区
裁
判
所
一
九
八
九
年
三
月
二
〇
日
判
決
を
み
て
お
き

た
い
。

　

す
で
に
考
察
し
た
と
こ
ろ
に
被
告
（
賃
借
人
）
ら
の
異
議
の
点
を
加
え
る
と
、
事
案
の
概
要
の
要
点
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
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原
告
（
賃
貸
人
）
ら
は
、
一
九
八
七
年
三
月
か
ら
、
本
件
建
物
の
二
階
に
所
在
し
、
お
よ
そ
七
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
の
本
件
住
居
を
被
告
（
賃

借
人
）
ら
に
賃
貸
し
て
い
た
が
、
一
九
八
八
年
一
〇
月
に
、
次
の
よ
う
な
「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
し
て
、
被
告
ら
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を

解
約
告
知
し
た
。
す
な
わ
ち
、
原
告
ら
は
、
現
在
、
本
件
建
物
の
増
築
部
分
に
所
在
し
、
か
ろ
う
じ
て
三
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
の
住
居
に
居
住

し
て
い
た
と
こ
ろ
の
原
告
ら
の
娘
と
そ
の
夫
の
た
め
に
、
本
件
住
居
を
必
要
と
す
る
。
原
告
ら
の
娘
と
そ
の
夫
は
、
か
つ
て
、
ほ
か
の
住
居
に
居
住

し
て
い
た
が
、
そ
の
住
居
は
、
一
九
八
八
年
一
月
に
確
認
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
原
告
ら
の
娘
の
ア
レ
ル
ギ
ー
の
た
め
に
、
手
放
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
そ
の
住
居
の
床
は
じ
ゅ
う
た
ん
を
敷
き
つ
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
一
方
、
被
告
ら
の
本
件
住
居
は
、
七
〇
平
方
メ
ー

ト
ル
の
広
さ
で
、
か
つ
、
寄
せ
木
張
り
の
床
か
ら
な
り
、
原
告
ら
の
娘
ら
に
と
っ
て
よ
り
適
切
な
住
居
で
あ
る
、
と
い
う
理
由
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
ら
は
、
本
件
住
居
は
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
開
始
時
に
完
全
に
居
住
に
よ
っ
て
使
い
古
さ
れ
た
不
適
切
な
状
態
で
あ
っ

た
し
、
三
〇
〇
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
を
越
え
る
費
用
を
も
っ
て
完
全
に
修
復
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
本
件
解
約
告
知
に

異
議
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。

　

区
裁
判
所
は
、
そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
は
じ
め
に
、
す
で
に
考
察
し
た
よ
う
に
、「
本
件
解
約
告
知
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
六
四
ｂ
条
二
項
二
号
に

し
た
が
っ
て
、
理
由
づ
け
ら
れ
て
い
た
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・

　

自
己
必
要
を
理
由
と
す
る
本
件
解
約
告
知
は
、
す
で
に
、
理
由
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
と
い
う
の
は
、
原
告
ら
の
家
族
構
成
員
ら
は
、
現
在
、
あ
ま

り
に
狭
い
住
居
に
居
住
さ
せ
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
本
件
建
物
の
増
築
部
分
に
所
在
す
る
三
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
（
の
住
居
）
だ
け
が
、
原
告
ら

の
家
族
構
成
員
ら
の
自
由
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
被
告
ら
に
よ
っ
て
居
住
さ
れ
た
本
件
住
居
は
、
七
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
で
あ
り
、
そ
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の
結
果
、
よ
り
適
当
な
居
住
が
可
能
で
あ
る
。

　

原
告
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
証
拠
書
類
に
も
と
づ
い
て
、
原
告
ら
の
娘
に
お
い
て
、
一
九
八
八
年
一
月
以
来
、
家
の
ほ
こ
り
ア
レ
ル
ギ
ー
が
確
認

さ
れ
て
い
た
こ
と
も
ま
た
確
か
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
原
告
ら
の
娘
が
、
今
や
、
も
は
や
じ
ゅ
う
た
ん
を
敷
き
つ
め
ら
れ
た
床
を
備
え
た
住
居

に
お
い
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
ほ
か
の
床
に
張
る
建
材
を
備
え
た
住
居
に
お
い
て
居
住
さ
せ
ら
れ
て
い
る
場
合
、
そ
れ
は
、
全
く
筋
の
通
っ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
被
告
ら
の
本
件
住
居
は
寄
せ
木
張
り
の
床
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
住
居
は
、
じ
ゅ
う
た
ん
を
敷
き
つ
め
ら
れ
た
床

を
備
え
た
住
居
よ
り
も
、
よ
り
よ
く
適
当
で
あ
る
」、
と
論
じ
た
。

　

さ
ら
に
、
区
裁
判
所
は
、
被
告
（
賃
借
人
）
ら
の
利
益
と
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
、「
そ
れ
に
対
し
て

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
の
側
に
は

4

4

4

4

4

4

4

、4・

保
護
に
値
す
る
わ

4

4

4

4

4

4

4

ず
か
な
利
益
だ
け
が
存
在
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
こ
れ
ら
の
保
護
に
値
す
る
わ
ず
か
な
利
益
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
一
方
に
お
い
て
、
被
告
ら
が
本
件
住
居
の
た
め
に
支
出
を
行
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

こ
と
に
よ
っ
て
理
由
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
で
き
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
し
か
し

4

4

4

、4・

こ
の
点
で
は

4

4

4

4

4

、4・

被
告
ら
は

4

4

4

4

、4・

二
年
の
本
件
使
用
賃
貸
借
期
間
の
間
に
も
改
善
さ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

れ
た
居
住
環
境
を
享
受
し
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
」、
と
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　

第
九
に
、
す
で
に
Ⅱ
の
一
の
２
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
の
ベ
ル
リ
ン
地
方
裁
判
所
一
九
八
九
年
六
月
二
三
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【

180
】
ベ
ル
リ
ン
地
方
裁
判
所
一
九
八
九
年
六
月
二
三
日
判
決

　
［
事
案
の
概
要
と
経
緯
］

　

原
告
（
賃
貸
人
）
ら
は
、
そ
の
母
親
と
お
ば
の
た
め
に
、「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
し
て
、
被
告
（
賃
借
人
）
ら
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を

（
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）

（
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）
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解
約
告
知
し
た
。
原
告
ら
の
母
親
と
お
ば
は
、
彼
女
ら
の
年
金
つ
き
退
職
の
後
、
一
緒
に
、
原
告
ら
の
本
件
建
物
に
所
在
す
る
と
こ
ろ
の
被
告
ら
の

本
件
住
居
に
居
住
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
ら
は
、
特
に
、
本
件
住
居
の
た
め
に
行
っ
た
と
こ
ろ
の
経
済
的
な
支
出
を
理
由
と
し
て
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ

た
の
で
あ
る
。

　

地
方
裁
判
所
に
控
訴
し
た
の
は
、
原
告
ら
で
あ
っ
た
。

　
［
判
決
理
由
］

　

地
方
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「
本
件
控
訴
は
、
成
果
が
あ
り
、
区
裁
判
所
の
判
決
の
変
更
に
行
き
着
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」、

と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
は
じ
め
に
、「
原
告
ら
の
明
渡
請
求
は
・
・
・
・
理
由
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
と
い
う
の
は
、
本
件

使
用
賃
貸
借
関
係
は
、
本
件
解
約
告
知
の
意
思
表
示
に
よ
っ
て
終
了
さ
せ
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
区
裁
判
所
は
、
正
当
な
こ
と
に
、
原
告
ら
の

自
己
必
要
を
肯
定
し
た
の
で
あ
る
。・
・
・
・

　

・
・
・
・
・
・
・
・

　

・
・
・
・
原
告
ら
の
母
親
と
お
ば
が
、
ベ
ル
リ
ン
の
範
囲
外
で
、
相
当
な
住
居
を
自
由
に
使
用
で
き
る
の
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
、
彼
女
ら
が
、

彼
女
ら
の
世
話
の
必
要
の
た
め
に
原
告
ら
の
近
く
に
引
っ
越
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
は
、
審
理
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ

け
で
は
な
か
っ
た
。
も
っ
ぱ
ら
、
母
親
と
お
ば
が
、
彼
女
ら
の
年
金
つ
き
退
職
の
後
、
一
緒
に
、
原
告
ら
の
本
件
建
物
に
所
在
す
る
と
こ
ろ
の
被
告

ら
の
本
件
住
居
に
居
住
す
る
つ
も
り
で
あ
る
と
い
う
筋
の
通
り
、
あ
と
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
理
由
で
、
し
か
も
、
ま
ず
第
一
に
、
祖
母
（
原
告
ら

（
990
）
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の
母
親
）
が
彼
女
の
孫
の
面
倒
も
み
た
が
っ
て
い
る
と
い
う
理
由
で
、
十
分
で
あ
る
」、
と
論
じ
た
。

　

さ
ら
に
、
地
方
裁
判
所
は
、「
区
裁
判
所
の
見
解
に
反
し
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
に
し
た
が
っ
た
本
件
解
約
告
知
に
対
す
る
異
議
の
権
利
は
、

被
告
ら
に
当
然
帰
属
す
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
」、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
よ
う
に
判
断
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
・
・
・
・
特
別
な
苛
酷
さ
は

4

4

4

4

4

4

4

、4・

賃
借
人
が

4

4

4

4

、4・

そ
の
住
居
の
た
め
に

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

よ
り
長
い
使
用
賃
貸
借
期
間
を
予
期
し
て
行
っ
た
と
こ
ろ
の
特
別
な
経
済

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

的
支
出
を
有
し
た
場
合

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
し
て

4

4

4

、4・

こ
れ
ま
で
の
使
用
賃
貸
借
期
間
が
そ
の
支
出
の
金
額
と
の
相
当
な
関
係
に
立
た
な
い
場
合
に
も

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

存
在
す
る
こ

4

4

4

4

4

と
が
で
き
る

4

4

4

4

4

。（
し
か
し

4

4

4

、4・
）
本
件
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

、4・

本
件
住
居
の
賃
借
の
と
き
に
行
わ
れ
た
投
資
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

考
慮
に
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
と4

い
う
の
は

4

4

4

4

、4・

そ
の
投
資
は

4

4

4

4

4

、4・

本
件
使
用
賃
貸
借
期
間
の
長
さ
と
の
関
係
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

も
は
や
不
相
当
な
関
係
に
立
た
な
か
っ
た
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
他
の
点
で

4

4

4

4

4

4

は4

、4・

原
告
ら
に
よ
っ
て
も
否
認
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
原
告
ら
に
よ
っ
て
き
っ
か
け
が
作
ら
れ
た
近
代
化
措
置
の
後
に
被
告
ら
に
よ
っ
て
実
行

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

さ
れ
た
と
こ
ろ
の

4

4

4

4

4

4

4

、4・

本
件
住
居
を
再
び
居
住
に
適
し
た
状
態
に
置
く
た
め
の
本
件
住
居
に
お
け
る
大
規
模
な
修
復
作
業
も
ま
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
意
味
に

4

4

4

4

4

4

4

お
け
る
特
別
な
苛
酷
さ
と
し
て
考
慮
に
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
確
か
に
、
被
告
ら
の
対
応
す
る
申
立
て
は
、
第
一
審
に
お
い
て
も
、

第
二
審
に
お
い
て
も
、
立
証
的
に
否
認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
被
告
ら
は

4

4

4

4

、4・

彼
ら
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
経
済
的
な
支
出
を

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

全
然
あ
と

4

4

4

4

づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
説
明
し
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
被
告
ら
が
本
件
住
居
の
修
復
の
た
め
に
五
〇
〇
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
を
費
や
し
た
と
申
し
立
て
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

限
り
で
言
え
ば

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
計
算
書
の
提
出
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

見
込
ま
れ
て
い
た
だ
け
で
あ
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
本
件
住
居
の
契
約
に
し
た
が
っ
た
状
態
を
修
復
す
る
た
め
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

ど4

の
よ
う
な
作
業
が
個
別
的
に
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
被
告
ら
の
申
立
て
も
ま
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

こ
の
た
め
に
五
〇
〇
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
金
額
が
費

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

や
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
の
た
め
の
具
体
的
な
根
拠
を
提
供
し
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
被
告
ら
が
近
代
化
措
置
の
終
了
の
後
に
本
件
住
居
の
修
復

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4
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の
た
め
の
支
出
を
行
っ
た
場
合
さ
え
も

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
支
出
に
つ
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

・
・
・
・
木
の
天
井

4

4

4

4

、4・

あ
る
い
は

4

4

4

4

、4・

タ
イ
ル
張
り
の
床
と
壁
の
た
め
の
支
出
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

計4

算
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
被
告
ら
は

4

4

4

4

、4・

契
約
上
義
務
が
負
わ
さ
れ
た
本
件
住
居
の
状
態
を
越
え
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

居
住
の
快
適
さ
を
高
め
る
た
め
の
支

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

出
を

4

4

、4・

原
則
と
し
て

4

4

4

4

4

、4・

原
告
ら
に
差
し
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
」。

　

第
一
〇
に
、
す
で
に
Ⅱ
の
二
の
２
の
⑵
の
③
の
ⓑ
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
の
ド
ル
ト
ム
ン
ト
区
裁
判
所
一
九
九
〇
年
三
月
七
日
判
決
（
裁

判
例
【

152
】）
を
み
て
お
き
た
い
。

　

す
で
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
事
案
の
概
要
の
要
点
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

原
告
（
賃
貸
人
）
は
、
本
件
住
居
の
所
有
者
で
あ
っ
た
が
、
一
九
八
七
年
五
月
一
日
か
ら
の
効
力
を
と
も
な
っ
て
、
本
件
住
居
を
被
告
（
賃
借
人
）

ら
に
賃
貸
し
た
。
そ
の
後
、
原
告
は
、
一
九
八
九
年
一
〇
月
二
六
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
、「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
し
て
、
被
告
ら
と
の
本
件
使

用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
原
告
は
、
自
己
、
お
よ
び
、
そ
の
未
成
年
の
息
子
の
た
め
に
本
件
住
居
を
必
要
と
す
る
、
と
主
張
し
た
。
原
告

ら
は
、
そ
の
湿
気
の
た
め
に
、
原
告
ら
の
こ
れ
ま
で
の
賃
借
住
居
を
放
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
ら
は
、
一
九
八
九
年
一
一
月
二
七
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
た
。
原
告
は
、
本
件
住
居
を

賃
貸
し
た
と
き
に
、
早
く
と
も
、
原
告
の
未
成
年
の
息
子
が
成
年
に
な
っ
た
と
き
に
本
件
住
居
の
明
渡
し
を
必
要
と
す
る
こ
と
を
被
告
ら
に
説
明
し

た
。
そ
の
こ
と
を
信
頼
し
て
、
被
告
ら
は
、
一
九
八
九
年
一
月
に
、
寸
法
に
合
わ
せ
て
製
造
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン
を
、
お
よ
そ
一
万
ド
イ
ツ

マ
ル
ク
で
調
達
し
た
の
で
あ
る
。

　

区
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「
本
件
訴
え
は
・
・
・
・
理
由
づ
け
ら
れ
て
い
た
」、
と
判
断
し
た
。

（
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）

（
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）

（
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そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
区
裁
判
所
は
、
は
じ
め
に
、
す
で
に
考
察
し
た
よ
う
に
、「
原
告
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
の
自
己
必
要
を
理
由

と
す
る
本
件
解
約
告
知
は
、
本
件
事
案
に
お
い
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
六
四
ｂ
条
二
項
二
号
に
し
た
が
っ
て
も
ま
た
、
理
由
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
」、

と
論
じ
た
。

　

さ
ら
に
、
区
裁
判
所
は
、
す
で
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
代
替
住
居
の
調
達
の
観
点
か
ら
の
被
告
（
賃
借
人
）
ら
の
異
議
を
退
け
た
が
、
そ
れ
に
加

え
て
、
経
済
的
な
支
出
の
観
点
か
ら
の
賃
借
人
ら
の
異
議
を
も
退
け
、
賃
借
人
ら
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
否
定
し
た
。
区
裁
判
所
は
、
そ
の
理

由
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
被
告
ら
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
投
資

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

（4・

一
万
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
代
価
と
し
て
の
台
所

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

）4・

も
ま
た

4

4

4

、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
一
項
の
意
味
に
お
け
る

正
当
で
な
い
苛
酷
さ
を
意
味
し
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
仮
に
そ
の
台
所
の
設
備
が
現
存
す
る
台
所
の
部
屋
の
寸
法
に
合
わ
せ
て
選
び
出
さ
れ
購
入
さ
れ
て
い
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

と
し
て
も

4

4

4

4

、4・

そ
の
事
柄
の
状
況
に
し
た
が
っ
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

確
か
に

4

4

4

、4・

こ
の
よ
う
な
家
財
は

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

通
常
は

4

4

4

、4・

ほ
か
の
場
所
に
も
設
置
さ
れ
う
る
こ
と
は
見
誤
ら
れ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
と
も
か
く
、
住
居
を
賃
借
す
る
と
き
に
は
、
常
に
、
い
つ
か
ま
た
、
そ
の
住
居
の
解
約
告
知
が
起
こ
る
こ
と
が
考
慮
に

入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
」。

　

第
一
一
に
、
ベ
ル
リ
ン
地
方
裁
判
所
一
九
九
〇
年
七
月
三
一
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【

181
】
ベ
ル
リ
ン
地
方
裁
判
所
一
九
九
〇
年
七
月
三
一
日
判
決

　
［
事
案
の
概
要
と
経
緯
］

（
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原
告
（
賃
貸
人
）
は
、
そ
の
娘
の
た
め
に
、「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
し
て
、
被
告
（
賃
借
人
）
ら
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
ら
は
、
本
件
住
居
の
近
代
化
の
た
め
に
支
出
を
行
っ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。

　

区
裁
判
所
は
本
件
明
渡
し
の
訴
え
を
認
容
し
た
た
め
、
被
告
ら
は
、
地
方
裁
判
所
に
控
訴
し
た
の
で
あ
る
。

　
［
判
決
理
由
］

　

地
方
裁
判
所
も
ま
た
、
結
論
と
し
て
、「
区
裁
判
所
は
、
正
当
な
こ
と
に
、
被
告
ら
に
本
件
住
居
の
明
渡
し
の
判
決
を
下
し
た
。
と
い
う
の
は
、

本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
、
一
九
八
九
年
六
月
一
五
日
の
本
件
解
約
告
知
を
も
っ
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
六
四
ｂ
条
二
項
二
号
に
し
た
が
っ
て
、
有
効
に
終

了
さ
せ
ら
れ
て
い
た
し
、
そ
れ
に
応
じ
て
、
被
告
ら
は
・
・
・
・
明
渡
し
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
」、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、
は
じ
め
に
、「
区
裁
判
所
の
的
確
な
評
価
に
も
と
づ
い
て
、
本
件
住
居
を
そ
の
娘
に
委
譲
す
る
と

い
う
原
告
の
願
望
、
お
よ
び
、
本
件
住
居
を
利
用
も
す
る
と
い
う
原
告
の
娘
の
願
望
は
、
真
摯
な
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
出
発
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
」、
と
論
じ
た
。

　

さ
ら
に
、
地
方
裁
判
所
は
、「
被
告
ら
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
の
本
件
住
居
の
近
代
化
の
た
め
の
支
出

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

に
関
係
す
る
申
立
て
は
、
せ
い
ぜ
い

の
と
こ
ろ
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
六
ａ
条
一
項
の
枠
組
み
に
お
い
て
、
本
件
解
約
告
知
が
被
告
ら
に
と
っ
て
特
別
な
苛
酷
さ
を
意
味
す
る
の
か
ど
う
か
と
い

う
問
題
に
お
い
て
、
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
」、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
よ
う
に
判
断
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
地
方
裁
判
所
は
、「
区
裁
判
所
が
正
当
な
こ
と
に
確
定
し
た
よ
う
に
、
そ
の
作
業
の
実
行
か
ら
七
年
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

経
過
し
た
後
に

4

4

4

4

4

4

、4・

本
件
解
約
告
知
が
正
当
化
さ
れ
な
い
苛
酷
さ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
う
る
よ
う
に
大
き
な
意
義
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

そ
の
支
出
に
認
め
ら
れ
る
こ
と

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

が
で
き
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

」、
と
論
じ
た
の
で
あ
る
。
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す
な
わ
ち
、
本
判
決
の
判
例
集
の
要
約
に
あ
る
よ
う
に
、
地
方
裁
判
所
は
、「
二
万
八
千
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
金
額
に
お
け
る
賃
借
人
の
投
資
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

期
間
の
経
過

4

4

4

4

4

︱
本
件
に
お
い
て
七
年

4

4

4

4

4

4

4

4

︱
に
よ
っ
て

4

4

4

4

、4・

そ
の
投
資
が
本
質
的
に
居
住
に
よ
っ
て
使
い
古
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
う
る
場
合

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

正
当
化
さ
れ
な
い
苛
酷
さ
で
あ
る
と
い
う
理
由
で

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

解
約
告
知
さ
れ
た
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
を
正
当
化
し
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の
で
あ
る
」、
と
判
断
し
た
の

で
あ
る
。

　

第
一
二
に
、
す
で
に
Ⅱ
の
二
の
２
の
⑴
の
②
、
お
よ
び
、
Ⅱ
の
二
の
２
の
⑵
の
③
の
ⓑ
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
区
裁
判
所

二
〇
〇
九
年
八
月
四
日
判
決
（
裁
判
例
【
80
】）
を
み
て
お
き
た
い
。

　

す
で
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
事
案
の
概
要
の
要
点
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

原
告
は
本
件
建
物
に
所
在
す
る
本
件
住
居
の
賃
貸
人
で
あ
り
、
被
告
・
二
は
本
件
住
居
の
賃
借
人
で
あ
っ
た
。
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
、

一
九
八
四
年
か
ら
存
続
し
て
い
た
。
被
告
・
二
は
、
彼
の
妻
、
す
な
わ
ち
、
被
告
・
一
、
お
よ
び
、
彼
の
息
子
と
共
同
で
本
件
住
居
に
居
住
し
て
い

た
。

　

二
〇
〇
六
年
に
、
本
件
住
居
の
居
間
に
お
け
る
化
粧
塗
り
の
毀
損
が
生
じ
た
。
当
事
者
は
、
塗
装
工
の
親
方
で
あ
る
被
告
・
二
が
こ
の
毀
損
を
装

飾
的
に
取
り
除
き
、
こ
の
た
め
に
、
一
千
五
百
ユ
ー
ロ
の
金
額
に
お
け
る
賃
料
の
値
引
き
を
受
け
取
る
こ
と
に
同
意
し
た
。
被
告
・
二
は
、
原
告
に

対
し
て
、
原
告
の
願
望
に
応
じ
て
、
五
年
に
わ
た
る
保
証
を
与
え
た
。

　

原
告
は
、
本
件
建
物
を
改
造
し
、
一
階
を
除
い
て
、
原
告
の
息
子
と
そ
の
妻
に
本
件
建
物
を
自
由
に
使
わ
せ
る
こ
と
を
意
図
し
た
。
原
告
の
息
子

と
そ
の
妻
は
、
こ
れ
ま
で
、
使
用
賃
貸
借
で
、
一
〇
八
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
の
三
つ
の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
住
居
に
居
住
し
て
い
た
の
で

（
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）

（
1004
）

住
居
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賃
貸
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を
め
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比
較
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（
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四
）
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あ
る
。

　

そ
こ
で
、
原
告
は
、
二
〇
〇
七
年
六
月
二
七
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
、「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
し
て
、
二
〇
〇
八
年
三
月
三
一
日
付
で
、
被
告
・

二
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
・
二
は
、
二
〇
〇
八
年
一
月
二
二
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
、
多
様
な
観
点
か
ら
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
た
の
で

あ
る
。

　

区
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、「
・
・
・
・
本
件
住
居
の
返
還
に
対
す
る
請
求
権
は
、
原
告
に
当
然
帰
属
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
当
事
者
の
間

に
存
在
す
る
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
、
二
〇
〇
七
年
六
月
二
七
日
の
原
告
の
本
件
解
約
告
知
に
よ
っ
て
、
二
〇
〇
八
年
三
月
三
一
日
付
で
、
終
了

さ
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
」、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
区
裁
判
所
は
、
は
じ
め
に
、
す
で
に
Ⅱ
の
二
の
２
の
⑴
の
②
に
お
い
て
考
察
し
た
よ
う
に
、
原
告
（
賃
貸
人
）
の
「
自

己
必
要
」
を
理
由
と
す
る
本
件
解
約
告
知
は
理
由
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
論
じ
た
。

　

さ
ら
に
、
区
裁
判
所
は
、「
苛
酷
さ
に
つ
い
て
の
理
由
に
も
と
づ
く
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
に
対
す
る
被
告
ら
の
請
求
権
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ

五
七
四
条
）
も
ま
た
、
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
よ
う
に
判
断
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
区
裁
判
所
は
、
被
告
（
賃
借
人
）
ら
の
多
様
な
観
点
か
ら
の
異
議
に
つ
い
て
大
き
く
四
つ
の
点
に
整
理

し
て
論
じ
た
。
こ
の
う
ち
、
身
体
・
健
康
の
侵
害
の
観
点
か
ら
の
賃
借
人
ら
の
異
議
を
退
け
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
Ⅱ
の
二
の
２
の
⑴
の
②

に
お
い
て
、
代
替
住
居
の
調
達
の
観
点
か
ら
の
賃
借
人
ら
の
異
議
を
退
け
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
Ⅱ
の
二
の
２
の
⑵
の
③
の
ⓑ
に
お
い
て
考

察
し
た
。
こ
こ
で
は
、
さ
ら
に
、
区
裁
判
所
が
、
経
済
的
な
支
出
の
観
点
か
ら
の
賃
借
人
ら
の
異
議
を
退
け
た
理
由
に
つ
い
て
考
察
し
て
お
き
た
い
。
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区
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
苛
酷
さ
は
・
・
・
・
被
告
ら
の
経
済
的
な
支
出
に
お
い
て
も
見
て
取
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
経
済
的
な
支
出
は

4

4

4

4

4

4

4

、4・

賃
貸
人
が

4

4

4

4

、4・

賃
貸

4

4

人
の
態
様
に
よ
っ
て

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

よ
り
長
い
使
用
賃
貸
借
期
間
に
対
す
る
信
頼
を
賃
借
人
の
な
か
に
作
り
出
し
た
場
合
に
の
み

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

正
当
化
さ
れ
る
こ
と
が
で
き

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

な
い
苛
酷
さ
を
理
由
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
当
事
者
の
間
で
締
結
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
二
〇
〇
六
年
七
月
二
一
日
の
本
件
使
用
賃
貸
借
契
約
の
補
遺

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

は4

、4・

こ
の
た
め
に
十
分
で
は
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
特
に

4

4

、4・

そ
の
補
遺
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

4

、4・

行
わ
れ
た
作
業
の
た
め
に
五
年
の
保
証
が
引
き
受
け
ら
れ
た
と
い
う
事
情

4
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4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

は4

、4・

被
告
ら
が

4

4

4

4

、4・

本
件
使
用
賃
貸
借
契
約
が
そ
の
期
間
に
お
い
て
解
消
さ
れ
な
い
こ
と
を
信
頼
し
て
し
か
る
べ
き
で
あ
っ
た
こ
と
に
行
き
着
か
な
か
っ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4
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4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

た4

の
で
あ
る
」。

　

な
お
、
そ
の
他
の
利
益
の
侵
害
の
観
点
か
ら
の
被
告
（
賃
借
人
）
ら
の
異
議
に
つ
い
て
は
、
Ⅱ
の
二
の
２
の
⑷
に
お
い
て
取
り
上
げ
る
。

　

第
一
三
に
、
連
邦
通
常
裁
判
所
二
〇
一
三
年
三
月
二
〇
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　
【

182
】
連
邦
通
常
裁
判
所
二
〇
一
三
年
三
月
二
〇
日
判
決

　
［
事
案
の
概
要
と
経
緯
］

　

原
告
（
賃
貸
人
）
は
、
被
告
（
賃
借
人
）
ら
に
よ
っ
て
二
〇
〇
八
年
二
月
以
来
賃
借
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
Ｗ
に
存
在
す
る
本
件
建
物
（
一
家
族
用
住

宅
）
の
返
還
を
、「
自
己
必
要
」
を
理
由
と
し
て
被
告
ら
に
請
求
し
た
う
え
で
、
二
〇
一
一
年
三
月
二
九
日
付
の
書
面
を
も
っ
て
、
二
〇
一
一
年
七

月
三
〇
日
付
で
、
被
告
ら
と
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
本
件
建
物
は
、
原
告
の
孫
、
お
よ
び
、
そ
の
妻
と
娘
の
た
め
に
必
要
と
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さ
れ
る
と
い
う
理
由
で
あ
っ
た
。

　

本
件
使
用
賃
貸
借
契
約
の
締
結
の
と
き
に
、
原
告
の
孫
が
彼
の
家
族
と
と
も
に
本
件
建
物
に
居
住
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
見
通
す
こ
と

の
で
き
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
原
告
の
孫
は
、
そ
の
時
点
に
お
い
て
Ｈ
で
働
い
て
い
た
し
、
Ｓ
に
転
勤
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
、
Ｗ
に
存
在
す
る
本
件
建
物
は
、
原
告
の
孫
に
と
っ
て
考
慮
の
対
象
に
な
ら
な
か
っ
た
。
原
告
の
孫
の
後
妻
は
、
二
〇
〇
八

年
四
月
に
妊
娠
し
た
。
共
通
の
娘
の
出
生
の
後
に
は
じ
め
て
、
将
来
の
人
生
計
画
に
つ
い
て
の
考
え
が
改
め
ら
れ
、
原
告
の
孫
は
、
彼
の
出
世
の
計

画
を
取
り
下
げ
、
彼
の
家
族
と
と
も
に
周
囲
の
地
域
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
決
心
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
ら
は
、
特
に
、
居
住
に
よ
っ
て
使
い
古
さ
れ
て
い
な
い
投
資
を
理
由
と
し
て
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
た
の
で
あ

る
。

　

区
裁
判
所
は
、
本
件
明
渡
し
の
訴
え
を
認
容
し
た
し
、
地
方
裁
判
所
は
、
被
告
ら
の
本
件
控
訴
を
棄
却
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
ら
は
、
連
邦
通
常
裁
判
所
に
上
告
し
た
の
で
あ
る
。

　
［
判
決
理
由
］

　

連
邦
通
常
裁
判
所
も
ま
た
、
結
論
と
し
て
、「
原
告
に
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
三
条
二
項
二
号
に
し
た
が
っ
て
、
解
約
告
知
す
る
権
限
が
付
与
さ
れ
て

い
た
。
と
い
う
の
は
、
法
的
な
誤
り
か
ら
自
由
な
控
訴
審
裁
判
所
の
確
定
に
し
た
が
っ
て
、
自
己
必
要
が
存
在
し
た
し
、
自
己
必
要
の
主
張
は
、
権

利
の
濫
用
で
も
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
被
告
ら
に
よ
っ
て
申
し
立
て
ら
れ
た
苛
酷
さ
に
つ
い
て
の
理
由
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
一
項
一
文
、
二
項

に
し
た
が
っ
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
を
も
命
じ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」、
と
判
断
し
た
。

　

そ
の
判
決
理
由
に
お
い
て
、
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
経
済
的
な
支
出
の
観
点
か
ら
の
被
告
（
賃
借
人
）
ら
の
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異
議
を
退
け
、
賃
借
人
ら
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
を
否
定
し
た
の
で
あ
る
。

　
「
本
件
上
告
が
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
以
下
（
社
会
的
条
項
）
に
し
た
が
っ
て
、
当
分
の
間
継
続
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
主
張
し
た
限
り
で
言
え
ば
、
こ
れ
に
従
わ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
控
訴
審
裁
判
所
は
、
正
当
な
こ
と
に
、
被
告

ら
の
側
か
ら
主
張
さ
れ
た
す
べ
て
の
苛
酷
さ
に
つ
い
て
の
理
由
が
、
最
終
的
に
、
転
居
と
不
可
避
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
不
愉
快
な
こ
と
だ
け
を
意
味

す
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
た
。
被
告
ら
が
、
本
件
使
用
賃
貸
借
契
約
に
お
い
て
、
被
告
ら
の
側
か
ら
職
業
上
の
理
由
か
ら
場
所
的
な
観
点
に
お
い
て

柔
軟
な
ま
ま
で
あ
る
た
め
に
、（
相
互
の
）
期
間
の
定
め
の
あ
る
解
約
告
知
の
排
除
を
原
告
と
合
意
す
る
こ
と
を
見
合
わ
せ
た
こ
と
は
、
原
告
の
負

担
と
し
て
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。・
・
・
・

　

Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
の
意
味
に
お
け
る
苛
酷
さ
は
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4
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4

4

4

4

4

4

、
本
件
上
告
の
見
解
に
反
し
て
、
特
に

4

4

、4・

空
間
的
な
状
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に
特
別
に
適
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せ
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シ
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テ
ム
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4
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4

4

4

キ
ッ
チ
ン
の
た
め
の
被
告
ら
の
経
済
的
な
支
出
か
ら
も
判
明
し
な
か
っ
た
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。
被
告
ら
は
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、4・

自
分
自
身
の
申
立
て
に
し
た
が
っ
て
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4

、4・

意
識
的
に

4
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4

4

、4・

本
件

4

4

賃
借
物
の
よ
り
長
い
期
間
の
利
用
の
可
能
性
を
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（4・

相
互
の
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4

4

）4・

期
間
の
定
め
の
あ
る
解
約
告
知
の
排
除
の
合
意
に
よ
っ
て
保
障
す
る
こ
と
を
見
合
わ
せ
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4

4

4

4

4
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4

4

4
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4

4
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4

4

4

4

4

4
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た4

。
と
い
う
の
は
、
被
告
ら
は

4
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4

4

、4・

職
業
上
の
理
由
か
ら

4

4
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、4・

場
所
的
に
柔
軟
な
ま
ま
で
あ
る
つ
も
り
で
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っ
た
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4

4

4

4

4

か
ら
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら

4

4

4

4

4

4

、4・

被
告

4

4

ら
は

4

4

、4・

わ
か
っ
て
い
な
が
ら

4

4
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4

4
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4

、4・

本
件
住
居
へ
の
経
済
的
な
投
資
が
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4

4

4

4

4
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4

、4・

短
い
使
用
賃
貸
借
期
間
だ
け
の
場
合
に
お
い
て
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4

4
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、4・

相
当
に
償
却
さ
れ
な
い
と
い
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4

4

4

4

4

う
危
険
を
引
き
受
け
た
の
で
あ
る

4

4
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4

4

。
こ
の
よ
う
な
危
険
の
甘
受
は

4
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4

4

4
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4

、4・

Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
一
項
に
し
た
が
っ
た
利
益
の
比
較
衡
量
の
と
き
に
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ら
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4

の
不
利
益
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
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4
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4

4

4

4

4

4

」。

　

以
上
、
経
済
的
な
支
出
が
問
題
と
さ
れ
た
が
、
結
論
と
し
て
、
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
が
否
定
さ
れ
た
事
案
を
考
察
し
た
。
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④
小
括

　

本
節
（
Ⅱ
の
二
の
２
の
⑶
）
に
お
い
て
は
、
こ
こ
ま
で
、
具
体
的
な
利
益
の
比
較
衡
量
に
関
す
る
裁
判
例
を
整
理
・
考
察
す
る
作
業
に
お
い
て
、

第
三
に
、
経
済
的
な
支
出
が
問
題
と
さ
れ
た
事
案
を
取
り
上
げ
、
①
経
済
的
な
支
出
に
関
す
る
一
般
的
な
こ
と
が
ら
に
か
か
わ
る
裁
判
例
、
②
賃
借

人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
が
肯
定
さ
れ
た
事
案
、
お
よ
び
、
③
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
が
否
定
さ
れ
た
事
案
、
と
い
う
三
つ
の
類
型
に

分
け
て
、
関
係
す
る
裁
判
例
を
考
察
し
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
の
考
察
を
通
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
裁
判
例
に
お
け
る
具
体
的
な

判
断
の
要
点
を
整
理
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

　

一　

経
済
的
な
支
出
に
関
す
る
一
般
的
な
こ
と
が
ら
の
要
点
を
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

す
な
わ
ち
、
①
賃
借
人
が
、
十
分
に
補
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
し
、
作
り
出
さ
れ
た
設
備
を
本
質
的
な
損
失
な
し
に
収
去
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
し
、
そ
の
支
出
を
居
住
に
よ
っ
て
使
い
古
さ
な
か
っ
た
と
い
う
理
由
で
、
そ
の
結
果
に
お
い
て
、
賃
借
人
の
本
質
的
な
経
済
的
な
損
失
に

行
き
着
く
場
合
、
そ
し
て
、
賃
借
人
が
、
期
間
の
定
め
な
く
締
結
さ
れ
た
使
用
賃
貸
借
関
係
の
よ
り
長
い
期
間
を
考
慮
に
入
れ
る
と
こ
ろ
の
正
当
な

根
拠
を
有
し
た
と
い
う
理
由
で
、
賃
借
人
が
こ
の
よ
う
な
危
険
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
だ
け
、
要
求
で
き
な
い
「
苛
酷
さ
」

が
判
明
す
る
こ
と
、
②
も
っ
と
も
、
そ
の
よ
う
な
信
頼
は
、
正
当
化
さ
れ
て
も
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
賃
借
人
が
、
賃
貸
人
の
同
意
な
し
に
、
あ

る
い
は
、
そ
の
う
え
さ
ら
に
、
賃
貸
人
の
表
明
さ
れ
た
意
思
に
反
し
て
、
そ
の
住
居
の
た
め
に
費
用
を
費
や
し
た
場
合
、
賃
借
人
は
、
保
護
に
値
す

る
の
で
な
く
、
む
し
ろ
、
自
分
自
身
の
危
険
に
も
と
づ
い
て
行
動
す
る
。
賃
貸
人
が
、
彼
の
態
様
に
よ
っ
て
、
そ
の
使
用
賃
貸
借
関
係
の
契
約
に
し

た
が
っ
た
終
了
を
「
苛
酷
さ
」
で
あ
る
と
思
わ
せ
し
め
る
と
こ
ろ
の
信
頼
の
要
件
を
作
り
出
し
た
こ
と
が
決
定
的
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
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二　

次
に
、
経
済
的
な
支
出
が
問
題
と
さ
れ
、
結
論
と
し
て
、
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
が
肯
定
さ
れ
た
事
案
は
、
次
の
よ
う
な
場
合
で

あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
①
賃
借
人
ら
は
、
本
件
住
居
に
入
居
す
る
た
め
に
、
区
裁
判
所
の
見
積
も
り
に
し
た
が
っ
て
、
も
っ
ぱ
ら
、
資
材
と
労
働
の
た
め
だ

け
で
、
お
よ
そ
一
〇
〇
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
に
達
し
た
と
こ
ろ
の
相
当
な
支
出
を
行
っ
た
。
そ
の
支
出
は
、
賃
借
人
ら
に
と
っ
て
、
相
当
な
制
約
を
も

意
味
し
た
。
賃
借
人
ら
は
、
行
わ
れ
た
範
囲
に
お
け
る
支
出
を
、
よ
り
長
い
使
用
賃
貸
借
期
間
を
考
慮
に
入
れ
た
と
い
う
理
由
で
の
み
行
っ
た
。
す

な
わ
ち
、
賃
借
人
ら
は
、
す
で
に
一
年
後
に
賃
借
人
ら
の
引
払
い
が
請
求
さ
れ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
本
件
住
居
の
修
復
の
た
め
に
資
金

を
支
出
し
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
②
確
か
に
、
賃
貸
人
は
、
期
間
の
定
め
な
く
引
き
受
け
ら
れ
た
使
用
賃
貸
借
関
係
を
、
す
で
に
、

わ
ず
か
な
月
々
の
後
に
再
び
解
約
告
知
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
妨
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
賃
借
人
が
、
そ
の
住
居
の
修
復
の
た
め
に

支
出
を
行
っ
た
場
合
に
も
妥
当
す
る
。
し
か
し
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
五
五
六
ａ
条
に
し
た
が
っ
た
賃
借
人
の
異
議
が
理
由
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
と

い
う
問
題
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
事
情
に
は
特
別
な
意
義
が
当
然
与
え
ら
れ
る
。
本
件
事
案
に
お
い
て
、
賃
借
人
ら
は
、
本
件
住
居
の
修
復
の
た

め
に
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
相
当
な
支
出
を
行
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
賃
借
人
ら
は
、
少
な
く
と
も
、
二
三
年
現
在
の
本
件
住
居
に
と
ど
ま
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
か
ら
出
発
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
③
賃
借
人
（
博
士
の
技
術
者
）
は
、
月
あ
た
り
一
〇
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
を
も
っ

て
住
み
終
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
二
〇
〇
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
金
額
に
お
け
る
賃
料
の
前
払
い
を
行
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
、
彼
の
職
業
生
活

を
今
し
が
た
は
じ
め
て
始
め
た
と
こ
ろ
の
賃
借
人
に
と
っ
て
、
本
質
的
で
な
い
こ
と
は
な
い
負
担
を
意
味
し
た
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
に
は
、
賃
借
人

が
、
そ
の
賃
料
の
前
払
い
の
分
が
な
お
住
み
終
え
ら
れ
て
さ
え
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
も
や
引
き
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
な
ら
ば
、

賃
借
人
に
と
っ
て
、
そ
れ
だ
け
い
っ
そ
う
よ
り
「
苛
酷
」
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
賃
借
人
が
、
彼
の
世
帯
を
基
礎
づ
け
た
と
い
う
理
由
、
転
居
し
た
と

住
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の
賃
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い
う
理
由
、
お
よ
び
、
優
遇
さ
れ
た
居
住
状
況
に
位
置
し
て
い
る
現
在
の
中
流
家
庭
の
本
件
住
居
を
整
え
た
と
い
う
理
由
か
ら
、
相
当
な
支
出
を
費

や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
つ
け
加
わ
っ
た
。
こ
の
支
出
は
、
賃
借
人
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
証
明
資
料
が
証
明
し
た
よ
う
に
、
な
お
、

一
九
六
五
年
一
一
月
ま
で
、
経
済
的
に
強
く
賃
借
人
に
負
担
を
か
け
た
。
そ
の
場
合
に
、
こ
の
支
出
が
ほ
か
の
住
居
に
お
い
て
も
な
お
利
用
さ
れ
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
ど
う
か
、
お
よ
び
、
ど
の
程
度
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
点
は
、
全
く
決
定
的
に
問
題
で
さ
え
な
か
っ
た
。

む
し
ろ
、
賃
借
人
が
、
彼
の
転
居
、
世
帯
の
創
設
、
お
よ
び
、
彼
の
現
在
の
本
件
住
居
を
整
え
た
こ
と
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
相
当
な
経
済
的
な
負
担

を
ど
う
に
か
ま
さ
に
切
り
抜
け
た
あ
と
で
、
相
当
な
支
出
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
新
た
な
転
居
が
賃
借
人
に
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
的
で
あ
る
。
最

後
に
、
さ
ら
に
、
賃
借
人
が
、
現
在
の
本
件
住
居
を
、
自
分
自
身
の
費
用
で
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
の
流
し
台
セ
ッ
ト
の
設
置
に
よ
っ
て
改
善
し
、
こ
の
点

で
は
、
今
日
比
較
で
き
る
住
居
の
た
め
に
少
な
く
と
も
通
例
の
標
準
に
も
た
ら
し
た
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
④
賃
借
人
が
、
本

件
住
居
の
設
備
の
た
め
に
、
賃
借
人
の
収
入
関
係
と
比
べ
て
、
相
当
な
金
額
を
費
や
し
た
が
、
本
件
使
用
賃
貸
借
期
間
が
、
こ
の
支
出
と
の
関
係
に

お
い
て
相
当
で
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
こ
の
支
出
を
居
住
に
よ
っ
て
使
い
古
す
こ
と
を
賃
借
人
に
可
能
に
す
る
た
め
に
、
一
定
の
期
間
の
間
本
件
使
用

賃
貸
借
契
約
を
継
続
す
る
こ
と
が
正
当
化
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
証
明
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
七
二
二
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
を
超
え
る
全
部
の
費
用
は
、

当
事
者
の
間
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
延
長
を
正
当
化
す
る
の
で
あ
り
、
月
あ
た
り
七
〇
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
実
質
収
入
を
有
す
る
と
こ
ろ
の
賃

借
人
は
、
な
お
、
し
ば
ら
く
の
間
、
本
件
住
居
の
た
め
の
賃
借
人
の
相
当
な
支
出
を
享
受
す
る
こ
と
に
な
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
⑤
そ
の
使
用
賃

貸
借
関
係
の
継
続
に
対
す
る
請
求
は
、
賃
借
人
が
、
そ
の
住
居
の
修
復
の
た
め
の
費
用
を
自
分
自
身
で
負
担
し
た
が
、
そ
の
使
用
賃
貸
借
契
約
に
も

と
づ
い
て
、
そ
の
費
用
の
償
還
を
請
求
で
き
な
い
場
合
、
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
事
案
に
お
い
て
、
賃
借
人
は
、
少
な
く
と
も

二
三
年
そ
の
住
居
に
と
ど
ま
っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
信
頼
し
て
も
よ
か
っ
た
。
賃
借
人
の
そ
の
よ
う
な
信
頼
は
、
保
護
に
も
値
す
る
。
そ
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の
賃
貸
物
を
利
用
で
き
る
状
態
に
維
持
す
る
こ
と
は
、
建
物
所
有
者
の
こ
と
が
ら
で
あ
る
。
経
済
的
な
犠
牲
の
も
と
で
こ
の
義
務
を
建
物
所
有
者
か

ら
引
き
受
け
た
と
こ
ろ
の
賃
借
人
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
作
り
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
彼
の
生
活
関
係
の
中
心
点
を
自
己
と
そ
の
家
族
の
た
め
に
維
持

す
る
と
い
う
重
大
な
利
益
を
有
す
る
。
賃
借
人
ら
は
、
本
件
住
居
を
新
た
に
修
復
す
る
た
め
に
、
相
当
な
費
用
を
費
や
し
た
。
三
六
一
五
ド
イ
ツ
マ

ル
ク
四
五
ペ
ニ
ヒ
の
全
体
額
に
お
け
る
こ
の
費
用
は
、
本
件
賃
貸
物
そ
れ
自
体
の
利
益
に
な
り
、
ぜ
い
た
く
な
支
出
を
意
味
し
な
か
っ
た
と
判
断
さ

れ
た
場
合
、
⑥
本
件
解
約
告
知
は
、
賃
借
人
ら
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
の
本
件
住
居
の
た
め
の
支
出
、
お
よ
び
、
そ
の
時
ま
で
の
短
い
使
用
賃

貸
借
期
間
の
こ
と
を
考
え
て
、
正
当
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
賃
借
人
ら
は
、
賃
貸
人
の
請
求
に
も
と
づ
い
て
、
あ
る
い
は
、
賃
貸
人
の
許
容
を
も
っ

て
、
本
件
住
居
の
修
復
作
業
の
た
め
に
相
当
な
支
出
を
行
っ
た
こ
と
を
顧
慮
し
て
、
正
当
な
こ
と
に
、
本
件
解
約
告
知
に
異
議
を
述
べ
た
。
鑑
定
人

は
、
一
九
七
一
年
一
一
月
二
八
日
付
の
彼
の
鑑
定
書
に
お
い
て
、
賃
借
人
ら
が
、
一
九
六
九
年
に
、
賃
借
人
ら
に
よ
っ
て
賃
借
さ
れ
た
本
件
住
居
に

お
い
て
、
全
部
で
三
七
六
一
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
価
値
に
お
け
る
支
出
を
行
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
確
か
に
、
そ
の
う
ち
で
、
圧
倒
的
な
部
分
、
す

な
わ
ち
、
二
〇
六
一
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
は
、
賃
借
人
ら
が
、
一
九
六
九
年
三
月
一
〇
日
の
本
件
使
用
賃
貸
借
契
約
に
し
た
が
っ
て
、
原
則
と
し
て
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
の
美
的
な
修
復
に
割
り
当
て
ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
大
規
模
な
美
的
な
修
復
は
、
本
件
に
お
い
て
、
賃
貸
人
の
願
望
に

も
と
づ
い
て
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
の
深
夜
電
力
を
蓄
え
る
暖
房
装
置
の
作
り
つ
け
に
よ
っ
て
必
要
と
な
っ
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
美
的
な
修
復
の

費
用
は
、
価
値
を
改
善
す
る
作
業
の
た
め
の
費
用
と
全
く
同
様
に
、
賃
借
人
ら
の
支
出
と
し
て
、
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
判

断
さ
れ
た
場
合
、
⑦
当
裁
判
所
は
、
賃
借
人
と
そ
の
妻
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
た
本
件
土
地
・
建
物
を
実
地
調
査
し
た
。
本
件
建
物
は
す
で
に
そ
の
前

に
も
全
く
居
住
で
き
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
賃
借
人
が
本
件
土
地
・
建
物
の
価
値
の
改
善
に
行
き
着
い
た
と
こ
ろ
の
相
当
な
支
出
を
行
っ
た
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
支
出
は
、
社
会
的
条
項
の
適
用
を
正
当
化
す
る
の
に
適
当
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
⑧
本
件
解
約
告
知
の
と

住
居
の
賃
貸
借
の
終
了
を
め
ぐ
る
利
益
の
比
較
衡
量
（
十
四
）
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き
に
、
賃
借
人
ら
は
、
よ
う
や
く
お
よ
そ
半
年
本
件
住
居
に
居
住
し
て
い
た
。
証
拠
調
べ
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
賃
借
人
ら
は
、
本
件
住
居
を

修
復
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
件
住
居
に
相
当
な
作
業
コ
ス
ト
と
時
間
の
消
費
を
つ
ぎ
こ
ん
だ
。
こ
の
修
復
は
、
も
っ
ぱ
ら
、
趣
味
と
い
う
理
由
か

ら
だ
け
行
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
本
件
住
居
を
居
住
で
き
る
状
態
に
置
く
た
め
に
必
要
で
あ
っ
た
。
本
件
住
居
か
ら
快
適
な
マ
イ
ホ
ー
ム

が
作
り
出
さ
れ
た
と
い
う
賃
借
人
ら
の
作
業
に
か
ん
が
み
て
、
本
件
住
居
の
維
持
に
つ
い
て
の
賃
借
人
ら
の
利
益
は
、
優
勢
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
特
に
、
短
い
居
住
期
間
に
お
い
て
、
行
わ
れ
た
支
出
は
、
な
お
、
決
し
て
居
住
に
よ
っ
て
使
い
古
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
し
、
そ
れ
に
加
え
て
、
す
で
に
そ
の
よ
う
に
短
い
期
間
の
後
に
再
び
転
居
す
る
こ
と
は
、
賃
借
人
ら
に
要
求
さ
れ
る

こ
と
も
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
当
裁
判
所
は
、
一
九
八
四
年
九
月
三
〇
日
ま
で
の
期
間
を
定
め
た
。
と
い
う
の
は
、
そ
の
時
点
ま
で
、
賃
借
人
ら
の

支
出
は
、
居
住
に
よ
っ
て
使
い
古
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
⑨
立
証
さ
れ
た
賃
借

人
ら
の
申
立
て
に
し
た
が
っ
て
、
賃
借
人
・
一
は
、
特
に
、
暖
房
お
よ
び
浴
室
の
作
り
つ
け
の
た
め
に
、
相
当
な
金
額
に
お
け
る
投
資
を
行
っ
た
が
、

そ
の
投
資
は
、
そ
の
短
い
使
用
賃
貸
借
期
間
（
四
年
）
に
か
ん
が
み
て
、
な
お
、
居
住
に
よ
っ
て
使
い
古
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
賃
貸
人
ら
は
、
本

件
使
用
賃
貸
借
契
約
の
九
条
、
二
九
条
に
も
と
づ
い
て
、
そ
の
投
資
に
同
意
し
た
の
み
な
ら
ず
、
賃
借
人
・
一
の
対
応
す
る
義
務
を
契
約
上
文
書
に

書
き
記
し
た
。
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
、
こ
の
投
資
が
居
住
に
よ
っ
て
使
い
古
さ
れ
る
ま
で
、
一
定
の
期
間
の
間
継
続
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
⑩
「
苛
酷
さ
」
に
つ
い
て
の
理
由
は
、
賃
借
人
が
、
入
居
の
と
き
に
、
相
当
な
修
復
の
た
め
の
給
付
を
も
た
ら
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
使
用
賃
貸
借
関
係
が
、
使
用
賃
貸
借
の
開
始
の
後
短
い
間
に
︱
本
件
に
お
い
て
は
五
ヶ
月
後
に
︱
解
約
告
知
さ
れ
た
点
に
お
い

て
見
て
取
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
賃
借
人
が
、
自
由
意
思
か
ら
、
か
つ
、
法
的
な
義
務
な
し
に
、
比
較
的
長
い
使
用
賃
貸
借
期
間
を
信
頼

し
て
︱
本
件
に
お
い
て
は
三
年
の
勉
学
の
期
間
の
た
め
に
︱
、
本
件
賃
借
物
に
少
な
か
ら
ぬ
費
用
を
費
や
し
た
場
合
、「
苛
酷
さ
」
は
、
賃
借
人
が
、

4

西
南
学
院
大
学
法
学
論
集
　
　
第
五
六
巻
　
　
第
四
号
（
二
〇
二
四
年
　
三
月
）

229



も
は
や
、
完
全
に
、
彼
の
投
資
の
享
受
に
達
し
な
い
し
、
引
き
払
う
と
き
に
、
こ
の
た
め
に
補
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
点
に
存
在
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
の
際
、
原
則
と
し
て
、
そ
の
費
用
が
、
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
の
か
、
有
益
で
あ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
、
ぜ
い
た
く
で
あ
っ
た

の
か
と
い
う
点
は
重
要
で
な
い
。
む
し
ろ
、
賃
貸
人
が
彼
の
態
様
に
よ
っ
て
作
り
出
し
た
と
こ
ろ
の
信
頼
の
事
実
の
内
容
が
決
定
的
で
あ
る
。
こ
の

信
頼
の
事
実
の
内
容
は
、
賃
貸
人
が
、
黙
示
的
に
も
、
そ
の
投
資
に
同
意
し
て
い
た
場
合
、
肯
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
同
意
は
、

賃
貸
人
が
、
修
復
さ
れ
て
い
な
い
住
居
を
賃
借
人
に
委
譲
し
た
場
合
、
は
じ
め
か
ら
認
め
ら
れ
た
も
の
と
し
て
妥
当
す
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
で
あ

る
。

　

三　

最
後
に
、
経
済
的
な
支
出
が
問
題
と
さ
れ
た
が
、
結
論
と
し
て
、
賃
借
人
に
と
っ
て
の
「
苛
酷
さ
」
が
否
定
さ
れ
た
事
案
は
、
次
の
よ
う
な

場
合
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
①
賃
借
人
が
一
九
四
五
年
に
本
件
住
居
を
再
び
入
居
可
能
に
す
る
た
め
に
費
や
し
た
と
こ
ろ
の
給
付
は
、
二
五
年
と
い
う
賃
借
期
間

に
よ
っ
て
と
う
に
居
住
に
よ
っ
て
使
い
古
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
他
の
点
で
は
、
賃
借
人
が
ま
ず
第
一
に
自
分
自
身
の
利
益
に
お
い
て
こ
の
建
築
の
た

め
の
給
付
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
、
見
誤
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
賃
借
人
は
、
そ
の
た
め
に
二
四
〇
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
を
費
や

し
た
と
こ
ろ
の
賃
借
人
に
よ
っ
て
一
九
六
二
年
に
修
復
さ
れ
た
浴
室
設
備
を
も
、
そ
の
間
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
場
合
、
②
賃
借
人
の
美
的
な

修
復
が
問
題
と
さ
れ
た
事
案
で
あ
る
が
、
賃
借
人
ら
は
、
賃
借
人
ら
の
申
立
て
に
し
た
が
っ
て
、
本
件
住
居
の
修
復
の
た
め
に
、
お
よ
そ
一
万
二
千

ド
イ
ツ
マ
ル
ク
を
費
や
し
た
。
そ
の
場
合
に
、
本
件
住
居
の
修
復
の
た
め
の
義
務
は
、
次
の
よ
う
な
本
件
使
用
賃
貸
借
契
約
の
二
三
条
か
ら
判
明
し

た
。
す
な
わ
ち
、「
賃
借
人
ら
は
、
入
居
の
と
き
、
自
分
自
身
で
壁
紙
を
張
り
、
そ
の
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
の
後
、
壁
紙
を
は
が
し
て
そ
の
住

居
か
ら
出
る
こ
と
が
で
き
る
。」、
と
い
う
条
項
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
種
類
の
合
意
は
、
住
居
使
用
賃
貸
借
契
約
に
お
い
て
、
何
ひ
と
つ
異
例
な
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の
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こ
と
は
な
い
。
当
部
は
、
そ
の
何
年
間
も
の
経
験
に
も
と
づ
い
て
、
美
的
な
修
復
を
賃
借
人
に
転
嫁
す
る
こ
と
は
、
通
例
の
こ
と
に
対
応
す
る
こ
と

を
知
っ
て
い
る
。
賃
借
人
は
、
退
去
の
と
き
に
、
修
復
の
費
用
を
甘
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
費
用
の
負
担
は
、
賃
借
人
に
と
っ
て
痛
烈
な

打
撃
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
費
用
の
負
担
は
、
そ
れ
が
多
数
の
事
案
に
お
い
て
発
生
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
五
五
六
ａ

条
の
意
味
に
お
け
る
特
別
な
「
苛
酷
さ
」
を
意
味
し
な
い
。
本
件
の
よ
う
に
、
賃
借
人
が
、
修
復
を
必
要
と
す
る
住
居
を
引
き
受
け
、
そ
の
代
わ
り

に
、
修
復
を
必
要
と
す
る
住
居
を
返
還
し
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
場
合
に
も
、
何
ひ
と
つ
異
な
る
こ
と
は
妥
当
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、

本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
、
一
九
八
一
年
二
月
に
は
じ
ま
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
賃
借
人
ら
は
、
三
年
半
を
過
ぎ
て
本
件
住
居
を
占
有
し
た
場
合
、

③
賃
借
人
ら
は
、
賃
借
し
た
本
件
住
居
に
、
新
た
に
、
壁
紙
を
張
り
、
ペ
ン
キ
を
塗
り
、
浴
室
に
、
板
を
敷
き
、
新
た
な
シ
ャ
ワ
ー
を
設
置
し
、
な

ら
び
に
、
本
件
住
居
の
階
段
に
手
す
り
を
取
り
つ
け
、
電
力
線
を
敷
設
し
、
新
た
な
天
井
を
は
め
込
ん
だ
。
し
か
し
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
五
五
六
ａ
条
に
し

た
が
っ
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
利
益
の
比
較
衡
量
に
お
い
て
、
賃
借
人
ら
の
本
件
住
居
を
卒
中
発
作
の
結
果
と
し
て
寝
た
き
り
の
賃
貸
人
・

二
の
世
話
を
引
き
受
け
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
賃
貸
人
・
二
の
息
子
の
た
め
に
利
用
す
る
と
い
う
賃
貸
人
ら
の
利
益
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の

継
続
に
つ
い
て
の
賃
借
人
ら
の
利
益
を
凌
駕
し
た
。
そ
の
場
合
に
、
賃
借
人
ら
は
と
も
か
く
三
年
間
彼
ら
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
投
資
を
居
住
に
よ
っ

て
使
い
古
す
こ
と
が
で
き
た
し
、
そ
の
こ
と
を
越
え
て
、
本
件
住
居
は
、
月
あ
た
り
の
基
本
的
な
賃
料
が
三
〇
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
だ
け
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
か
ら
、
簡
素
な
住
居
と
し
て
賃
貸
さ
れ
た
こ
と
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
④
賃
借
人
ら
は
、
ま

ず
第
一
に
、
六
ヶ
月
の
延
長
条
項
を
と
も
な
う
本
件
使
用
賃
貸
借
契
約
を
締
結
し
た
し
、
そ
の
延
長
条
項
に
手
を
加
え
る
と
き
に
、
賃
貸
人
が
、
五

年
の
経
過
の
後
に
、
本
件
建
物
を
自
分
自
身
で
利
用
す
る
か
、
あ
る
い
は
、
本
件
建
物
を
売
買
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
こ
と
を
知
っ
た
。
こ
の
よ
う

な
契
約
の
形
態
に
も
と
づ
い
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
に
お
い
て
、
賃
借
人
ら
は
、
特
に
、
彼
ら
が
本
件
住
居
へ
の
入
居
の
と
き
に
相
当
な
支
出
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を
行
っ
た
こ
と
を
引
き
合
い
に
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
他
の
点
で
は
、
そ
の
支
出
は
、
賃
借
人
ら
が
今
や
六
年
の
間
本
件
建
物
に
居
住
し
た

こ
と
を
顧
慮
し
て
、
部
分
的
に
居
住
に
よ
っ
て
使
い
古
さ
れ
て
い
た
場
合
、
⑤
賃
借
人
ら
に
よ
っ
て
申
し
立
て
ら
れ
た
経
済
的
な
支
出
は
、
わ
ず
か

な
部
分
に
お
い
て
だ
け
賃
貸
人
に
よ
っ
て
許
可
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
一
九
七
七
年
に
取
り
つ
け
ら
れ
た
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
の
流
し
台
セ
ッ
ト
、
お
よ
び
、

シ
ャ
ワ
ー
室
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
現
在
の
本
件
解
約
告
知
は
、
邪
悪
な
も
の
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い

し
、
特
に
、
そ
れ
ら
の
設
備
は
、
賃
借
人
ら
に
よ
っ
て
、
取
り
外
さ
れ
、
さ
ら
に
続
け
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、

支
出
の
た
め
の
費
用
に
つ
い
て
、
申
立
て
に
よ
っ
て
三
五
〇
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
が
生
じ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
点
は
、
不
明
確
な
ま
ま
で
あ
る
。
そ

の
金
額
は
、
書
類
と
な
っ
た
費
用
の
計
算
書
か
ら
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
読
み
取
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
五
五
六

ａ
条
の
枠
組
み
に
お
い
て
、
そ
の
費
用
の
計
算
書
に
お
い
て
挙
げ
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
一
九
八
七
年
六
月
の
新
た
な
申
出
は
、
顧
慮
さ
れ
な
い
ま
ま
で

あ
る
。
一
九
八
七
年
六
月
に
は
、
す
で
に
、
本
件
解
約
告
知
の
意
思
表
示
が
賃
借
人
ら
の
も
と
に
存
在
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
賃
借
人
ら
は
、
も
は

や
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
を
も
信
頼
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
旧
五
五
六
ａ
条
の
枠
組
み
に
お

い
て
、
最
後
に
、
お
よ
そ
六
〇
〇
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
金
額
に
お
け
る
絶
縁
さ
れ
た
ガ
ラ
ス
を
入
れ
た
こ
と
、
衛
生
設
備
と
電
気
の
作
業
の
た
め
の

支
出
だ
け
が
残
る
。
そ
の
う
ち
で
、
そ
の
投
資
の
ほ
ぼ
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
、
一
九
六
九
年
な
い
し
一
九
七
七
年
に
割
り
当
て
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と

か
ら
、
そ
の
投
資
は
、
居
住
に
よ
っ
て
使
い
古
さ
れ
た
も
の
と
し
て
妥
当
し
た
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
特
別
な
経
済
的
な
「
苛
酷
さ
」
を
理

由
づ
け
な
か
っ
た
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
⑥
賃
借
人
は
、
本
件
住
居
に
板
張
り
の
天
井
を
は
め
込
み
、
じ
ゅ
う
た
ん
を
敷
き
つ
め
、
さ
ら
に
、
本
件

住
居
を
部
分
的
に
修
復
し
た
。
し
か
し
、
本
件
に
お
い
て
、
よ
り
長
い
期
間
の
使
用
賃
貸
借
関
係
が
賃
借
人
に
見
込
ま
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
議
論
の

余
地
も
な
か
っ
た
あ
と
で
、
そ
の
支
出
に
も
と
づ
い
て
、
賃
借
人
に
、
よ
り
長
い
期
間
の
使
用
賃
貸
借
の
保
障
が
約
束
さ
れ
る
か
、
あ
る
い
は
、
早

住
居
の
賃
貸
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終
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め
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る
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の
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す
ぎ
る
引
払
い
の
と
き
に
場
合
に
よ
っ
て
は
起
こ
り
得
る
償
還
請
求
権
が
約
束
さ
れ
る
こ
と
に
関
し
て
、
賃
貸
人
と
合
意
す
る
こ
と
な
し
に
、
賃
借

人
が
経
済
的
に
相
当
な
支
出
を
本
件
住
居
の
た
め
に
行
っ
た
場
合
、
そ
れ
は
、
も
っ
ぱ
ら
賃
借
人
の
危
険
領
域
に
だ
け
属
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
述
べ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
本
件
住
居
に
お
け
る
賃
借
人
の
居
住
の
質
の
改
善
は
、
賃
貸
人
と
の
申
合
せ
が
欠
け
て
い
る
た

め
に
、
も
っ
ぱ
ら
賃
借
人
の
危
険
領
域
に
だ
け
割
り
当
て
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
今
や
二
年
半
の
使
用
賃
貸
借
期
間
の
後
に
正
当
化
さ
れ
る

こ
と
が
で
き
な
い
「
苛
酷
さ
」
は
導
き
出
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
⑦
賃
借
人
ら
が
一
九
八
五
年
に
一
万
五
千
ド
イ
ツ
マ
ル

ク
の
価
値
の
台
所
を
本
件
住
居
の
た
め
に
調
達
し
た
と
い
う
事
実
も
ま
た
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
意
味
に
お
け
る
要
求
で
き
な
い
「
苛
酷
さ
」
を
意
味
し
な
か
っ

た
。
そ
の
調
達
が
す
で
に
お
よ
そ
四
年
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
を
度
外
視
し
て
も
、
賃
借
人
が
、
一
定
の
期
間
の
間
確
固
た
る
も
の
と
し
て
賃
借

人
に
賃
貸
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
賃
借
住
居
の
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
調
達
を
行
っ
た
場
合
、
そ
れ
は
、
賃
借
人
の
通
常
の
危
険
を
意
味
す
る
と
判
断

さ
れ
た
場
合
、
⑧
賃
貸
人
ら
は
、
現
在
、
本
件
建
物
の
増
築
部
分
に
所
在
し
、
か
ろ
う
じ
て
三
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
の
住
居
に
居
住
し
て
い
た

と
こ
ろ
の
賃
貸
人
ら
の
娘
と
そ
の
夫
の
た
め
に
、
本
件
住
居
を
必
要
と
し
た
。
賃
貸
人
ら
の
娘
と
そ
の
夫
は
、
か
つ
て
、
ほ
か
の
住
居
に
居
住
し
て

い
た
が
、
そ
の
住
居
は
、
一
九
八
八
年
一
月
に
確
認
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
賃
貸
人
ら
の
娘
の
ア
レ
ル
ギ
ー
の
た
め
に
、
手
放
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
と
い
う
の
は
、
そ
の
住
居
の
床
は
じ
ゅ
う
た
ん
を
敷
き
つ
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
一
方
、
本
件
住
居
は
、
七
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ

で
、
か
つ
、
寄
せ
木
張
り
の
床
か
ら
な
り
、
賃
貸
人
ら
の
娘
ら
に
と
っ
て
よ
り
適
切
な
住
居
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
賃
借
人
ら
の
側
に
は
、

保
護
に
値
す
る
わ
ず
か
な
利
益
だ
け
が
存
在
し
た
。
こ
れ
ら
の
保
護
に
値
す
る
わ
ず
か
な
利
益
は
、
賃
借
人
ら
が
本
件
住
居
の
た
め
に
支
出
を
行
っ

た
こ
と
に
よ
っ
て
理
由
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
点
で
は
、
賃
借
人
ら
は
、
二
年
の
本
件
使
用
賃
貸
借
期
間
の
間
に
も
改

善
さ
れ
た
居
住
環
境
を
享
受
し
た
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
⑨
特
別
な
「
苛
酷
さ
」
は
、
賃
借
人
が
、
そ
の
住
居
の
た
め
に
、
よ
り
長
い
使
用
賃
貸
借
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期
間
を
予
期
し
て
行
っ
た
と
こ
ろ
の
特
別
な
経
済
的
支
出
を
有
し
た
場
合
、
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
使
用
賃
貸
借
期
間
が
そ
の
支
出
の
金
額
と
の
相

当
な
関
係
に
立
た
な
い
場
合
に
も
、
存
在
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
本
件
に
お
い
て
、
本
件
住
居
の
賃
借
の
と
き
に
行
わ
れ
た
投
資
は
、
考

慮
に
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
そ
の
投
資
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
期
間
の
長
さ
と
の
関
係
に
お
い
て
、
も
は
や
不
相
当

な
関
係
に
立
た
な
か
っ
た
し
、
そ
の
他
の
点
で
は
、
賃
貸
人
ら
に
よ
っ
て
も
否
認
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
賃
貸
人
ら
に
よ
っ
て
き
っ
か
け
が
作

ら
れ
た
近
代
化
措
置
の
後
に
賃
借
人
ら
に
よ
っ
て
実
行
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
、
本
件
住
居
を
再
び
居
住
に
適
し
た
状
態
に
置
く
た
め
の
本
件
住
居
に
お

け
る
大
規
模
な
修
復
作
業
も
ま
た
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
意
味
に
お
け
る
特
別
な
「
苛
酷
さ
」
と
し
て
考
慮
に
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
賃
借
人

ら
は
、
彼
ら
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
経
済
的
な
支
出
を
、
全
然
あ
と
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
説
明
し
な
か
っ
た
。
賃
借
人
ら
が
本
件
住
居
の

修
復
の
た
め
に
五
〇
〇
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
を
費
や
し
た
と
申
し
立
て
た
限
り
で
言
え
ば
、
そ
の
計
算
書
の
提
出
は
、
見
込
ま
れ
て
い
た
だ
け
で
あ
っ

た
。
本
件
住
居
の
契
約
に
し
た
が
っ
た
状
態
を
修
復
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
作
業
が
個
別
的
に
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
賃
借
人
ら

の
申
立
て
も
ま
た
、
こ
の
た
め
に
五
〇
〇
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
金
額
が
費
や
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
の
た
め
の
具
体
的
な
根
拠
を
提
供

し
な
か
っ
た
。
賃
借
人
ら
が
近
代
化
措
置
の
終
了
の
後
に
本
件
住
居
の
修
復
の
た
め
の
支
出
を
行
っ
た
場
合
さ
え
も
、
そ
の
支
出
に
つ
い
て
、
木
の

天
井
、
あ
る
い
は
、
タ
イ
ル
張
り
の
床
と
壁
の
た
め
の
支
出
は
、
計
算
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
賃
借
人
ら
は
、
契
約
上
義
務
が
負
わ
さ
れ

た
本
件
住
居
の
状
態
を
越
え
て
、
居
住
の
快
適
さ
を
高
め
る
た
め
の
支
出
を
、
原
則
と
し
て
、
賃
貸
人
ら
に
差
し
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
判

断
さ
れ
た
場
合
、
⑩
賃
借
人
ら
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
投
資
（
一
万
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
代
価
と
し
て
の
台
所
）
も
ま
た
、
正
当
で
な
い
「
苛
酷
さ
」

を
意
味
し
な
か
っ
た
。
仮
に
そ
の
台
所
の
設
備
が
現
存
す
る
台
所
の
部
屋
の
寸
法
に
合
わ
せ
て
選
び
出
さ
れ
購
入
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
事

柄
の
状
況
に
し
た
が
っ
て
、
確
か
に
、
こ
の
よ
う
な
家
財
は
、
通
常
は
、
ほ
か
の
場
所
に
も
設
置
さ
れ
う
る
こ
と
は
見
誤
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
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た
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
⑪
賃
借
人
ら
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
の
本
件
住
居
の
近
代
化
の
た
め
の
支
出
に
か
か
わ
る
作
業
の
実
行
か
ら
七
年
が

経
過
し
た
後
に
、
本
件
解
約
告
知
が
正
当
化
さ
れ
な
い
「
苛
酷
さ
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
う
る
よ
う
に
大
き
な
意
義
は
、
そ
の
支
出
に
認
め
ら
れ
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
二
万
八
千
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
金
額
に
お
け
る
賃
借
人
の
投
資
は
、
期
間
の
経
過
︱
本
件
に
お
い
て
七
年
︱
に

よ
っ
て
、
そ
の
投
資
が
本
質
的
に
居
住
に
よ
っ
て
使
い
古
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
う
る
場
合
、
正
当
化
さ
れ
な
い
「
苛
酷
さ
」
で
あ
る
と

い
う
理
由
で
、
解
約
告
知
さ
れ
た
使
用
賃
貸
借
関
係
の
継
続
を
正
当
化
し
な
い
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
⑫
経
済
的
な
支
出
は
、
賃
貸
人
が
、
賃
貸
人

の
態
様
に
よ
っ
て
、
よ
り
長
い
使
用
賃
貸
借
期
間
に
対
す
る
信
頼
を
賃
借
人
の
な
か
に
作
り
出
し
た
場
合
に
の
み
、
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な

い
「
苛
酷
さ
」
を
理
由
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
事
者
の
間
で
締
結
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
二
〇
〇
六
年
七
月
二
一
日
の
本
件
使
用
賃
貸
借
契
約
の
補

遺
は
、
こ
の
た
め
に
十
分
で
は
な
か
っ
た
。
特
に
、
そ
の
補
遺
に
お
い
て
、
行
わ
れ
た
作
業
（
賃
借
人
が
本
件
住
居
の
居
間
に
お
け
る
化
粧
塗
り
の

毀
損
を
装
飾
的
に
取
り
除
い
た
作
業
）
の
た
め
に
五
年
の
保
証
が
引
き
受
け
ら
れ
た
と
い
う
事
情
は
、
賃
借
人
ら
が
、
本
件
使
用
賃
貸
借
契
約
が
そ

の
期
間
に
お
い
て
解
消
さ
れ
な
い
こ
と
を
信
頼
し
て
し
か
る
べ
き
で
あ
っ
た
こ
と
に
行
き
着
か
な
か
っ
た
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
⑬
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四

条
の
意
味
に
お
け
る
「
苛
酷
さ
」
は
、
特
に
、
空
間
的
な
状
態
に
特
別
に
適
合
さ
せ
ら
れ
た
シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン
の
た
め
の
賃
借
人
ら
の
経
済
的
な

支
出
か
ら
も
判
明
し
な
か
っ
た
。
賃
借
人
ら
は
、
自
分
自
身
の
申
立
て
に
し
た
が
っ
て
、
意
識
的
に
、
本
件
賃
借
物
の
よ
り
長
い
期
間
の
利
用
の
可

能
性
を
（
相
互
の
）
期
間
の
定
め
の
あ
る
解
約
告
知
の
排
除
の
合
意
に
よ
っ
て
保
障
す
る
こ
と
を
見
合
わ
せ
た
。
賃
借
人
ら
は
、
職
業
上
の
理
由
か

ら
、
場
所
的
に
柔
軟
な
ま
ま
で
あ
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
賃
借
人
ら
は
、
わ
か
っ
て
い
な
が
ら
、
本
件
住
居
へ
の
経
済
的
な
投
資

が
、
短
い
使
用
賃
貸
借
期
間
だ
け
の
場
合
に
お
い
て
、
相
当
に
償
却
さ
れ
な
い
と
い
う
危
険
を
引
き
受
け
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
危
険
の
甘
受

は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
一
項
に
し
た
が
っ
た
利
益
の
比
較
衡
量
の
と
き
に
、
賃
借
人
ら
の
不
利
益
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
判
断
さ
れ
た
場
合
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で
あ
る
。

※ 

Ⅱ
の
二
の
２
の
⑷
以
下
の
目
次
の
詳
細
は
、
連
載
を
進
め
る
な
か
で
明
ら
か
に
す
る
。

（
927
）O

L
G

 K
arlsru

he N
J

W
 1971,1182.

（
928
）O

L
G

 K
arlsru

he N
J

W
(F

n
.927),S

.1182f.

（
929
）O

L
G

 F
ran

k
fu

rt W
u

M
 1971,168.

（
930
）O

L
G

 F
ran

k
fu

rt W
u

M
(F

n
.929),S

.169.

（
931
）L

G
 M

ü
n

ster N
J

W
 1964,2306.

（
932
）L

G
 M

ü
n

ster N
J

W
(F

n
.931),S

.2307.

（
933
）L

G
 M

ü
n

ster N
J

W
(F

n
.931),S

.2307.

（
934
）L

G
 E

ssen
 Z

M
R

 1966,214.

（
935
）L

G
 E

ssen
 Z

M
R

(F
n

.934),S
.214.

（
936
）L

G
 E

ssen
 Z

M
R

(F
n

.934),S
.214.

（
937
）L

G
 E

ssen
 Z

M
R
( F

n
.12) .

（
938
）L

G
 E

ssen
 Z

M
R

(F
n

.12),S
.330.

（
939
）L

G
 E

ssen
 Z

M
R

(F
n

.12),S
.330.

（
940
）A

G
 W

uppertal M
D

R
 1971,397.

（
941
）A

G
 W

uppertal M
D

R
(F

n
.940),S

.397.

（
942
）A

G
 W

uppertal M
D

R
(F

n
.940),S

.397.

（
943
）L
G
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z W
u

M
 1970,101.
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（
944
）L

G
 M

ain
z W

u
M

(F
n

.943),S
.101f.

（
945
）L

G
 K

öln
 W

u
M

 1972,144.

（
946
）L

G
 K

öln
 W

u
M

(F
n

.945),S
.144.

（
947
）L

G
 K

öln
 W

u
M

(F
n

.945),S
.144.

（
948
）A

G
 M

ü
n

ster Z
M

R
 1973,331.

（
949
）A

G
 M

ü
n

ster Z
M

R
(F

n
.948),S

.331.

（
950
）A

G
 M

ü
n

ster Z
M

R
(F

n
.948),S

.331.

（
951
）A

G
 D

in
slaken

 W
u

M
 1981,233.

（
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）A

G
 D

in
slaken

 W
u

M
(F

n
.951),S

.233.

（
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）A

G
 D
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u

M
(F

n
.951),S

.233.

（
954
）L

G
 H
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bu

rg W
u

M
 1989,571.

（
955
）L

G
 H
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rg W
u

M
(F

n
.954),S

.571.

（
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）L

G
 K

iel W
u

M
 1992,690.

（
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）L

G
 K

iel W
u

M
(F

n
.956),S

.690.

（
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）L

G
 K

iel W
u

M
(F

n
.956),S

.690.

（
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）L

G
 D

ü
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u
M

 1971,98.

（
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）L
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 D

ü
sseldorf W

u
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.98.

（
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）L

G
 D

ü
sseldorf W

u
M

(F
n
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.99.

（
962
）L

G
 D

ü
sseldorf W

u
M

(F
n

.959),S
.98f.

（
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）L

G
 M

an
n

heim
 D

W
W

 1985,182.

（
964
）L

G
 M

an
n

heim
 D

W
W

(F
n

.963),S
.182.

（
965
）�

マ
ン
ハ
イ
ム
地
方
裁
判
所
は
、
こ
こ
で
、
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
上
級
地
方
裁
判
所
一
九
七
一
年
三
月
三
一
日
決
定
（
す
で
に
Ⅱ
の
二
の
2
の
⑶
の
①
で
取
り
上
げ
た
）
を

引
用
裁
判
例
と
し
て
掲
げ
た
。
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he D

W
W

(F
n

.967),S
.49.

（
971
）L

G
 K

arlsru
he Z

M
R

 1987,469.

（
972
）L

G
 K

arlsru
he Z

M
R

(F
n

.971),S
.470.

（
973
）L

G
 K

arlsru
he Z

M
R

(F
n

.971),S
.470.

（
974
）A

G
 V

elbert W
u

M
( F

n
.43) .

（
975
）A

G
 V

elbert W
u

M
(F

n
.43),S

.430.

（
976
）A

G
 V

elbert W
u

M
(F

n
.43),S

.431.

（
977
）A

G
 S

ch
orndorf W

u
M

 1989,20.

（
978
）
同
規
定
に
つ
い
て
は
、
注
（
201
）
参
照
。

（
979
）A

G
 S

ch
orndorf W

u
M

(F
n

.977),S
.20.

（
980
）A

G
 S

ch
orndorf W

u
M

(F
n

.977),S
.20.

（
981
）L

G
 H

an
n

over W
u

M
 1989,302.

（
982
）L

G
 H

an
n

over W
u

M
(F

n
.981),S

.302.

（
983
）L

G
 H

an
n

over W
u

M
(F

n
.981),S

.302.

（
984
）L

G
 H

an
n

over W
u

M
(F

n
.981),S

.302f.

（
985
）
拙
著
・
前
掲
注
（
3
）
一
八
五

－

一
八
六
頁
参
照
。

（
986
）A

G
 D

ü
sseldorf W

u
M

 1989,301.

（
987
）A

G
 D

ü
sseldorf W

u
M

(F
n

.986),S
.301f.

（
988
）A
G

 D
ü

sseldorf W
u

M
(F

n
.986),S

.302.

住
居
の
賃
貸
借
の
終
了
を
め
ぐ
る
利
益
の
比
較
衡
量
（
十
四
）
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（
989
）L

G
 B

erlin
 Z

M
R
( F

n
.49) .

（
990
）L

G
 B

erlin
 Z

M
R

(F
n

.49),S
.425.

（
991
）L

G
 B

erlin
 Z

M
R

(F
n

.49),S
.425.

（
992
）L

G
 B

erlin
 Z

M
R

(F
n

.49),S
.425.

（
993
）L

G
 B

erlin
 Z

M
R

(F
n

.49),S
.426.

（
994
）A

G
 D

ortm
u

nd D
W

W
(F

n
.808).

（
995
）A

G
 D

ortm
u

nd D
W

W
(F

n
.808),S

.28.

（
996
）A

G
 D

ortm
u

nd D
W

W
(F

n
.808),S

.28.

（
997
）A

G
 D

ortm
u

nd D
W

W
(F

n
.808),S

.28.

（
998
）L

G
 B

erlin
 W

u
M

 1990,510.

（
999
）L

G
 B

erlin
 W

u
M

(F
n

.998),S
.510.

（
1000
）L

G
 B

erlin
 W

u
M

(F
n

.998),S
.511.

（
1001
）L

G
 B

erlin
 W

u
M

(F
n

.998),S
.511.

（
1002
）L

G
 B

erlin
 W

u
M

(F
n

.998),S
.511.

（
1003
）L

G
 B

erlin
 W

u
M

(F
n

.998),S
.510.

（
1004
）A

G
 H

am
bu

rg Z
M

R
(F

n
.491).

（
1005
）A

G
 H

am
bu

rg Z
M

R
(F

n
.491),S

.453.

（
1006
）A

G
 H

am
bu

rg Z
M

R
(F

n
.491),S

.454.

（
1007
）A

G
 H

am
bu

rg Z
M

R
(F

n
.491),S

.455.

（
1008
）B

G
H

 N
J

W
 2013,1596.

（
1009
）B

G
H

 N
J

W
(F

n
.1008),S

.1597.

（
1010
）B
G

H
 N

J
W

(F
n

.1008),S
.1597.

4

西
南
学
院
大
学
法
学
論
集
　
　
第
五
六
巻
　
　
第
四
号
（
二
〇
二
四
年
　
三
月
）
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